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2022 | upceag | は じ め に 


本 県 の 総合 計画 「 い わ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028)」 は 、 広く 意見 を 伺い な が ら 、「 オ ー ル いわ て 」 
で 策定 し た 計画 で あり 、 行 政 だ け で は な く 、 関 係 団体 や 企業 、NPO な ど 多 様 な 主体 が 10 年 後 の 
将来 像 を 共有 し 、 そ れ ぞ れ の 主体 が 自ら 取組 を 進め て いく た め の ビ ジョ ン と な る も の で す 。 

本 県 で は 、 広 範 な 地域 に 甚大 な 被害 を も た らし た 東日本 大 震 災 津 波 か ら の 復興 に 当たり 、「 一 
人 ひと り の 幸福 追求 権 の 保障 」 を 原則 の 一 つ に 掲げ 、 県 民 一 丸 と な っ て 取組 を 進め て きま し た 。 

「 い わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 」 の も と 、 こ うし た 復興 の 実践 学び 、 培 っ て きた [一 人 从 
と り の 幸福 を 守り 育て る 」 姿勢 を 県 政 全般 に 広げ る と と も に 、 物 質 的 ・ 経 済 的 な 豊か さ に 加え 、 
心 の 豊か さ を 大 切 に し な が ら 、 一 人 ひと り の 暮らし や 仕事 に 着目 し た 施策 を 推進 し 、 東 日 本 大 震 
災 津 波 の 経験 に 基づき 、 引 き 続 き 復興 に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る こと で 、 県 
民 一 人 ひと り が 希望 を 持つ こと の で きる 「 希 望郷 いわ て 」 を 目指 し て いく こと と し て いま す 。 

「 い わ て 幸福 白書 ] は 、 こ うし た 考え の も と 、 幸 福 度 の 向上 に つなが る トレ ンド や 、 国 内 外 に お 
ける [| を めぐ る 動き を 御 紹介 する と と も に 、 県 の 施策 や 今後 の 方 向 に つい て 広く お 伝え する 
も の で す 。 

国内 外 で 猛威 を 振る っ て いる 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 は 、 令 和 4 年 (2022 年 ) に 入っ て も な お 、 
各 方 面 に 大 き な 影響 を 及ぼ し 、 収 束 が 見 通せ な い 状 況 が 続い て いま す 。 

この よう な 中 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 を 契機 に 、 感 染 者 の 少な さ な ど 地方 の 良 
さや 暮らし や すさ が 再 認識 され て お り 、 地 域 づ くり 、 ふ る さと づく り に お ける 大 き な 転 機 を 迎え て 
WES. 

こう し た 地方 へ の 関心 の 高まり を 踏ま え 、 岩 手 の 良 さ を 生 か し な が ら 、 感 染 防止 対策 の 徹底 を 
前 提 に 、 社 会 経済 活動 の 回 復 を 図っ て いく こと が 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028)」 の 目標 に 8 
すぐ 向かっ て いく こと に つなが り ま す 。 

岩手 の 先 人 、 宮 沢 賢治 は 「 世 界 が ぜん た い 幸 福 に な ら な いう ち は 個 人 の 幸 
いう 言葉 を 残し て いま す 。 

時 代 の 潮流 や チャ ンス を 捉え る と と も に 、 「 他 人 と の か か わり 」 
県 な ら で は の 社会 観 を 生か し な が ら 、 「 お 互い に 幸福 を 守り 育 
な で 行動 し て いき まし ょ う 。 

























コロ ナ 和 袖 を 乗り 越え 
復興 創 生 を 実現 
ー 希 望郷 いわ て を 目指 し て IRI 
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は じ め に 


第 1 部 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 





新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る これ まで の 県 内 の 状況 等 に つい て 
振り 返る と と も に 、 本 県 の 経済 界 の 有識者 に 行っ た イン タビ ュー を 
紹介 し ます 。 


「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 岩手 県 の 対応 2021」 
対談 「 コ ロナ 後 を 見 据え る 岩手 の 次 な る 展望 | 


岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 
盛岡 商工 会 議 所 会 豆 谷村 邦久 兵 


岩手 県 立 大 学 地域 政策 研究 セン ター 客員 教授 谷 藤 邦 基 兵 


第 2 部 令 和 4 年 の 幸福 トレ ンド 











各 分 野 の 有識者 や 専門 家 に 行っ た イン タビ ュー に より 、 幸 福 度 の 向上 
に つなが る トレ ンド や メッ セー ジ な ど を 紹介 し ます 。 


「 未 来 を 豊か に 生き る 幸福 の ヒン ト 」 


株 式 会 社 三菱 総合 研究 所 理事 長 小 富山 BE 
「 日 本 が 目指 す 幸福 は 地域 の 中 に ある ] 
幸せ 経済 社会 研究 所 所 長 枝 廣 淳子 兵 


第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 OF 











“県 民 の 幸福 感 の 現状 " と し て 、 県 民意 識 調査 の 調査 結果 を 紹介 し ま 
す 。 ま た 、" 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 "” と し て 、「 い 
わ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028)」 に 掲げ る 10 の 政策 分 野 の 政策 評価 結 
果 を 紹介 し ます 。 





第 4 部 デー タ 編 





第 3 部 で 使用 し た デー タ を 一 覧 で 紹介 し ます 。 
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新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 


岩手 県 の 対応 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 











滝沢 市 の ツガ ワ 未 来館 アピ オ で 実施 され た 医療 従事 者 向 











県 独自 の コロ ナ 対 策 で 
感染 症 か ら 岩手 を 守る 


2019 年 末 に 端 を 発し 、 世 界 中 
に 拡大 し た 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 症 。2021 年 に 入っ て も 収束 す 
る 気配 は な く 、 政 府 は 、 1 月 に 11 
都府県 に 対し 緊急 事態 宣言 を 発令 





し まし た 。 こ れ を 受け て 本 県 で は 、 
11 都府県 を は じ め 、 感 染 が 拡大 し 
て いる 地域 と の 往来 を 自粛 する よ 


う 県 民 に 要請 。 引き続き 感染 防止 
を 呼び か け 、 医 療 体制 の 強化 に カ 


け の ワク チン 接種 の 様子 (岩手 日 報 


LOL, 3 月 中 旬 以 降 か ら ク ラス 
ター が 発生 する な ど 新 規 感染 者 数 
が 増加 し 、4 月 5 日 時 点 で 県 内 の 
病床 使用 率 も 28.4% (病床 250 床 ) 
に 上 昇 。 5 月 4 日 に は 、 県 内 の 新 
規 感染 者 の 累計 が 1000 人 を 超え 
まし た 。 


本 県 で は 一 層 の 感染 防止 を 呼び 


か ける と 同時 に PCR 検査 の 体制 を 
強化 し 、 早 期 に 県 民 が ワク チン を 





令 和 3 年 5 月 2 日 付 ) 


























支援 金 を 給付 し まし た 。 
7 月 に 入る と 感染 力 の 強い デル タ 
株 の 陽性 患者 が 確認 され る な ど 、 


感染 が 急 拡大 し て いる 状況 を 受け 


接種 で きる よう 集団 接種 会 場 を 準 
備 。 一 方 、 飲 食 店 の 感染 対策 を 進 
め る た め 認 証 制度 を 設 受け た ほか 、 


を 入れ まし た 。 
































盛岡 市 立 高 の 生徒 会 が 医療 現場 を 応援 する た め 











の 寄付 金 を 手渡 す 様子 



































デー タ で 振り 返る 認証 を 取得 し た 店 舗 に は 10 万 円 の (岩手 日 報 信和 3 年 2 月 20 日 付 
2021 年 。 出 来 事 
T 1 月 14 日 4 月 5 日 5 月 4 日 6 月 19 日 
# 80- = 29 都 道府県 へ の 年 度 末 の 移動 で 県 内 感染 者 県 の ワク チン 
a 70L 手 往来 自粛 を 要請 新規 感染 者 増加 1000 人 を 超え る 集団 接種 開始 
2 60| EE 緊急 事態 宣言 が 発令 され 年 度 末 の 人 の 移動 の 増 岩手 県 と 盛岡 市 は 4 日 、 盛 岡 、 花 県 は 19 日 、 一 般 県 民 を 対象 に 
染 50| 内 た 11 都府県 と の 往来 を 自 加 に 伴い 、4 月 に 入っ て 巻 、 奥 州 各 市 な ど で 14 人 の 新 新型 コロ ナウ イル スワ クチ ン の 
B 20 粛 する よう 要請 。 県 境 を ま か ら 新 規 患 者 数 が 増加 型 コロ ナウ イル ス 感 染 を 発表 。 県 | 集団 接種 を スタ ー ト 。11 月 21 
a た ぐ 移 動 制限 が 広がっ た 。 し た 。 内 の 累計 は 1 日 まで の 土日 に 約 38.000 人 に 
z 30 接種 を 実施 。 
ラ 20| 
ご 10 | 
(A) 0 l ill.. e e B | Tr hi. il llll ; | 
1 月 7 日 1 月 13 日 2 月 3 日 4 月 25 日 5 月 12 日 
El | 1 都 3 県 に 緊急 事態 宣言 | | 園内 死者 6,.000 人 超 4 都府県 に 緊急 事態 宣言 | 緊急 事態 宣言 を 6 都府県 に 
内 さら に 対象 地域 を 拡大 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し て 国内 2 回目 の 宣言 を 解除 し た 以降 も 感染 拡 まん 延 防止 は 10 道 県 に 拡大 
e 政府 は 東京 、 神 奈川 、 埼 玉 、 千 葉 の 1 都 3 CEGO oA. 4/2) Sale 大 は 収まら ず 、 各 地 で 過去 最多 の 感染 nee B Aes 
県 に 対し 、 二 度目 の 緊急 事態 宣言 を 出し 6.052 人 と な り 、6,.000 人 を 超え た 。 者 数 を 記録 し た た め 、4 都 府県 に 3 回目 RR RAB. ADR, MSS EES 
tH | た が 、13H に は さら に 地域 を 拡大 。 の 緊急 事態 宣言 を 出し た 。 ee 
GA | 大 阪 、 妥 知 福 岡 な ど 合 わせ て 7 つの 府 a, AA 
県 に 対し て も 緊急 事態 宣言 を 発令 し た 。 月 3 日 4 ゴー ルデン ウェ ー ク 中 の 東京 都 (渋谷 ) 
変異 株 ウイ ルス の 拡大 で 宣伝 カー に よる 外出 自粛 の 呼び か ける 
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[P.6~7 参考 資料 一 覧 】 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 ・ 
岩手 日 報 ・ 厚 生 労 働 汗 ホー ムペ ー ジ ・ 岩 手 県 ホー ムペ ー ジ 


新型 コロ ナウ イル ス の 変異 株 ・ ア ル 
ファ 株 に よる 陽性 患者 が 相次い で 発 
見 され 、 全 国 的 に 感染 拡大 の 傾向 。 
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様子 ( 令 和 3 年 5 月 2 日 ) 


> 
東京 2020 大 会 聖火 リレー を 
本 県 で 実施 し た 様子 ( 令 和 3 年 
6 月 16 ~ 18 日 の 3 日間) 
































(岩手 日 報 令 和 3 年 6 月 12 日 付 ) 























7 月 9 日 に は 県 独自 の AFERE 
言 」 を 、8 月 12 日 に は 「 岩 手 緊 急 
事態 宣言 ] を 発出 。 不 要 不 急 の 外 
出自 粛 等 の 要請 や 県 施設 の 利用 制 
限 等 を 実施 し まし た 。 ま た 、 更 な 
る 感染 拡大 に よる 医療 の ひっ 迫 を 
避け る た め 、 盛 岡市 内 に お いて 8 
月 30 日 か ら 9 月 12 日 まで 飲食 店 
等 へ 営業 時 間 の 短縮 要請 を 行い ま 
し た 。 


8 月 12 日 


飲食 店 に 感染 予防 の 徹底 と 認証 制度 取得 を 呼び か ける 様子 

















新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 
( 令 和 3 年 8 月 12 日 ) 





























経済 活動 を 活性 化す る 
食 と 旅 の 応援 プロ ジェ クト を 推進 


感染 拡大 防止 対策 へ の 県 民 の 方 々 
の 協力 や ワク チン 接種 の 進行 に 伴い 、 
9 月 以降 は 新規 感染 者 数 も 減少 傾向 
と な り 、9 月 16 日 に は 「 岩 手 緊 急 事 能 
宣言 | を 解除 。 こ れ に 伴い 、 地 域 経済 の 
支援 に つなげ る た め 、「 い わ て の 食 応 
援 プ ロジ ェクト 」 や 「 い わ て 旅 応援 プロ 
ジェ クト 」 な どの 需要 喚起 の 取組 を 再 
開 。 新 規 感染 者 数 も ゼロ の 日 が 連続 す 
る な ど 、 小 康 状 態 が 続き まし た 。 


手 緊 急 事態 








宣言 」 の 発令 を 発表 する 様子 


沈静 化し つつ ある な か 、 
新た に オミ クロ ン 株 が 出現 


基本 的 な 感染 対策 に 引き 続き 取 
り 組む 一 方 で 、 県 内 人 口 比 で 約 8 
割 の 方 が 2 回 目 接種 を 終え る な ど 
に より 、 本 県 で は 10 月 11 日 か ら 
2 ヶ月 間 で 、 新 規 感染 者 数 は わ ず 
か 4 名 。 ほ と ん どの 都 道 府 県 で も 
減少 し て お り 、 感 染 リ スク が か な り 
低く な り ま し た 。 し か し 、12 月 に 
な る と 日 本 国内 で も 、 新 た な 変異 
株 で ある オミ クロ ン 株 に よる 感染 カ 
急増 し 、12 月 28 日 に は 県 内 初 の 
オミ クロ ン 株 の 感染 者 が 確認 され 
ELK. 月 8 日 に は 県 内 初 の 市 中 

















県 独自 の 緊急 事態 宣言 






感染 が 確認 され 、2022 年 も 予断 


8 月 30 日 
新型 コロ ナウ イル ス の 感染 が 急 撤 を 許さ な い 状況 と な っ て いま す 。 
大 し 、 直 近 1 週間 の 新規 感染 者 数 飲食 店 等 へ の 営業 時 間 
( 対人 口 10 BA) が 15 人 を 超 短縮 等 の 要請 
えた こと を 受け 、 県 は 独自 の 「 岩 手 A 6 
軌 事態 宣言 」 を 出し た 。 pacha A lee UI, 
新規 感染 者 数 を 抑え 込む た 
7 月 9 日 Ra 10 月 1 日 12 月 28 日 
= = TL. FESHECOBEE Ms A 7 
県 内 初 の デル タ 株 確認 間 短 縮 等 の 要請 を 行っ た 。 いわ て 旅 応援 県 内 初 オ ミク ロン 株 の 感染 
プロ ジェ クト 再開 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 男性 か 


イン ド 由 来 の 変異 株 ウイ ルス で あ 5 


る 「 デ ル タ 株 」 の 可能 性 が ある 感染 











岩手 県 民 を 対象 と し た 「 い わ て 


ら 、 オ ミク ロン 株 の 感染 が 確定 し た と 発 
表 。 県 内 で の 感染 確定 は これ が 初め て 。 














FEB 4904). 





2021 年 12 月 31 日 現在 


省 1.716， 7574 


例 が 県 内 で 初め て 確認 さ 旅 応援 プロ ジェ クト (第 2 弾 )」 
れ 、 県 は 初 と な る 「 岩 手 、 を 開始 。 宿 泊 費 等 を 支援 し 、 | 
警戒 宣言 在 出 大 。 i | hin 経済 の 活性 化 を 後押し する 。 
NEN 
7 月 2 日 8 月 24 日 8 月 20 日 | 
無 観客 で 1 日 の 感染 者 数 緊急 事態 宣言 
東京 2020 大 会 開幕 最多 の 25.975 人 まん 延 防止 すべ て 解除 





緊急 事態 宣言 が 継続 され る 中 、 東 京 
2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 
技 大 会 が 開幕 。 近 代 五輪 史上 初め て 
無 観客 で 開会 式 や 競技 が 行わ れ た 。 








第 5 波 は ピー ク に 達し 、8 
月 20 日 に は 過去 最多 の 
25,975 人 を 記録 し た 。 


7 月 28 日 

ワク チン パス ボート 申請 受付 開始 
ワク チン を 接種 し た こと を 証明 する 「 ワ クチ ン パ ス 
ポー ト 」 の 申請 受付 が 開始 。 入 国 時 に 提示 すれ ば 隔離 
措置 の 免除 や 緩和 が 受け られ る 。 





事態 宣言 





8 月 下旬 か ら 新 規 感染 者 数 が 全国 的 に 減 
少 、19 都 道府県 の 緊急 
する 重点 措置 は すべ て 解除 と な っ た 。 


、8 県 に 対 


11 月 7 日 


ヨー ロッ パ で 感染 再 拡大 


9 月 末 頃 か ら 感染 拡大 が 続く ヨー ロッ パ 





で は 、7 日 時 点 で 地域 内 の 半数 近い 国 











で 感染 者 が 10% 以 上 も 増加 し て いる 。 
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lie 

オミ クロ ン 株 に 
日 本 人 が 初 感染 
世界 で 拡大 を し て いる 新 
た な 変異 株 ウイ ルス 「 オ ミ 
クロ ン 株 」 に 、 国 内 で 初め 
て 日 本 人 が 感染 し た こと 
が わか っ た 。 


- 30000 全 


ae 
いわ て 幸福 日 書 2022 第 1 部 m 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 幸福 





コロ ナ 後 を 見 据え る 
岩手 の 次 な る 展望 


ーー l SS = 
岩手 県 立 大 学 AIETE 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に よっ て 、 岩 手 の 産業 や 人 々 の 暮らし は 多大 な 影 
岩手 の 経済 界 を 牽引 する 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 で あり 、 





2 響 を 受け まし た 。 
盛岡 商工 会 議 所 会 頭 で あ る 谷村 邦久 さん に 、 コ ロナ 後 の 社会 情勢 や 産業 界 の 見 通し 、 
先 人 か ら 受 け 継が れる 岩手 の DNA や 今後 の 展望 に つい て お 話 を 伺い まし た 。 


X この 対談 は 令 和 3 年 12 月 に 行っ た も の で あり 、 発 言 内 容 が 本 冊子 発行 





























詩 点 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 情勢 と 異な る 場合 が あり ます 。 
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【 コ ロナ を 振り 返っ て 】 


谷 藤 客員 教授 コロ ナ の こと を 振 
り 返 る と 、 色 々 な 影響 が 出 始め た の 
が 令 和 2 年 2 月 頃 だ と 思い ます 。 岩 
手 県 で も 花巻 空港 発着 の 上 海 便 、 
台北 便 の 運休 や 、 ク ルー ズ 船 の 寄 
港 の 中 止 が 2 月頃 に 発表 され まし 
た 。 イ ン バ ウ ンド が 規制 され る 中 
で 、 観 光 関 連 の 宿泊 業 や 運輸 業 な 
ど に 影響 が 出 始め 、 次 に 、 対 人 接触 
の 回 避 の た め 、 飲 食 ・ 小 売 業 に も 影 
響 が 広がっ て いき まし た 。 そ れ が 令 
和 3 年 に 入る と 、 半 導体 の 不足 や 、 
サプライ チェ ー ン の 問題 な ど に より 
部 品 や モノ が 入り に くく な り 、 製 造 
業 に も 影響 が 及 ん で いき まし た 。 こ 
うし た コロ ナ の 幅広 い 影 響 を 見 て 、 
どの よう に お 感じ で すか 。 





谷村 会 長 サプライ チェ ー ン の お 
話 が あり まし た が 、 多 国 間 の 貿易 に 
よっ て 社会 が 成り 立っ て お り 、 私 た 
ちの 暮らし も 、 世 界 の 国々 と の 人 的 
交流 や 文化 交流 、 経 済 交流 な ど 、 
様々 な 関わ り の 中 で 成り 立っ て いる 
と いう こと 、 我 々 は 常に 世界 と つ な 
が っ て いる の だ と いう こと を 、 今 回 
改め て 思い 知ら され まし た ね 。 最 近 
で は 製造 業 に お いて 、 も う 一 度 工 場 
を 日 本 に 戻 そ うと いう 動き も ある と 
聞き ます 。 こ れ は 日 本 経済 に と っ て 、 
自分 の 足元 を 見 直す 良い チャ ンス 





手 県 商 コ 





対 








で は な いか と 考え て いま す 。 


谷 藤 客員 教授 半導体 に 関し て 、 
自国 回 帰 の 動き は 今後 、 世 界 的 な 
トレ ンド に な る か も し れ ま せん 。 こ 
うし た コロ ナ 褐 の 目まぐるしい 動き 
の 中 で 、 岩 手 県 は 新規 感染 者 が 全 
国 47 都 道府県 の 中 で 最後 まで 出 
な か っ た こと な ど 、 岩 手 県 の 良さ が 
全国 的 に 知ら れる こと に な っ た と 
思い ます 。 











谷村 会 長 岩手 は 自然 環境 が 素 
青 ら し いこ と も あり 、 感 染 症 が 広 が 
り に くい 清潔 な イメ ー ジ が 広がっ 
た の で は な いで し ょ うか 、 ま た 、 意 
外 と 知ら れ て いま せん が 、 県 民 一 人 
ひと り の 医学 に 対す る 理解 が 深い 
の で は な いか と いう こと を 強調 し 
た いで すね 。 こ れ は 、 三 田 俊次 郎 が 
東北 唯一 の 私 立 の 医学 校 と し て 、 
1897 年 、 盛 岡市 に 岩手 医大 の 前 身 
で ある 医学 講習 所 を 作っ た 功績 が 
大 きい と 思い ます 。 ま た 、 台 北 帝 大 
の 二 代目 総長 と し て 医学 の 発展 に 
尽力 し た 三田 定 則 が お り 、 台 湾 の 
衛生 事情 を 改善 し た 後藤 新平 が い 
ます 。 彼 は 新渡戸 稲造 を 台湾 に 呼 
び 寄 せ て 、 砂 糖 の 生産 に よっ て 人 台 
湾 の 経済 を 確立 し まし た 。 た また ま 
台湾 と いう 国 で 岩手 の 力 が 発揮 さ 
れ た わけ で す が 、 そ うし た 我々 の 先 
達 で ある 岩手 県 人 の 功績 を 今 は 小 





谷村 邦久 谷 藤 BRE 
や むら くに ひさ た に ふじ 


上 会議 所 連合 会 会 長 。 盛 岡 














岩 
商工 会 議 所 会 頭 。 盛 岡市 出身 。1950 


株 式 会 社 イ ー ア ー ル アイ 取締 役 。 岩 手 


コロ ナ 後 を 見 据え る 岩手 の 次 な る 展望 


川 彰 岩 手 医大 理事 長 が 受け 継が れ 
て いる わけ で す が 、 こ の よう な こと 
が 、 県 民 一 人 ひと り が し っ か り し た 
衛生 観念 を 持つ こと に つなが っ て 
いる の だ と 思い ます 。 


【 岩 手 が 持つ 可能 性 】 


谷 藤 客員 教授 コロ ナ の 収束 は 見 
通し が 立ち に くい で す が 、 こ の 先 を 
考え た 際 、 岩 手 の ポ テン シャ ル に つ 
いて 、 ど の よう に お 考え で すか 。 














谷村 会 長 県 民 一 人 ひと り の 衛生 
観念 の 高 さ の ほか 、 注 目 す べき は ス 
ポー ツ で すね 。 野 球 で は 、 大 谷 翔平 
SA. ith ite BSA EX RBA HS 
ん 、 ジ ャ ンプ で は 小林 陵 倫 さん 、 ス 
ノー ボー ド で は 岩渕 羽 楽 さん 。 世 界 
的 に 活躍 する 彼ら が 、 な ぜ 岩 手 か ら 
輩出 され た の か 。 岩 手 は 米 を は じ め 
食べ 物 や 水 が お いし いと 達 増 知事 
は お っ し や ゃ っ て いま す 。 ま さ に その 通 
り だ と 思い ます し 、 豊 か な 自然 な ど 
生活 環境 の 良さ も ある と 思い ます 。 














谷 藤 客 員 教 授 コロ ナ 褐 で テレ 
ワー ク が 進展 する な ど 、 必 ず し も 東 
京 に いな く て も 様々 な 仕事 が で き 
る 状況 と な り 、 地 方 に と っ て は チャ 
ンス で ある と 思い ます 。 こ うし た 点 
で 、 岩 手 の 強み と し て 発信 すべ きも 
の は あり ます か 。 














県 立 大 学 地域 政策 研究 セン ター 客員 























ちの く コ カコ ー ラ ボトリング 株 式 会 
社 代表 取締 役 社長 に 就任 し 、 現 在 は 
代表 取締 役 会 長 。2013 年 か ら 岩 手 県 





年 生ま れ 。 東 京 外語 大 卒 。1994 年 に み 教授 。 財 団 法人 岩手 経済 研究 所 主席 





























商工 会 议 所 进 





合 会 会 长 、 盛 辣 商工 会 





























を 受け る 。 


研究 員 と し て 、 岩 手 県 の 行政 委員 会 
審議 会 委員 等 を 多数 務め 、 専 門 的 な 
知見 や 県 民 の 視点 に 基づく 助言 な 
ど 、 行 政経 営 の 推進 に 貢献 。 令 和 2 
議 所 会 頭 を 務め る 。 年 、 娠 手 県 より 行政 経営 功労 者 表彰 
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谷村 会 長 デュ アル ライ フ 、 東 京 一 
極 集中 と いう 言葉 を きく と 、 私 は 岩 
手 の 文化 向上 や 、 文 学 の 後輩 の 育 
成 に 多大 な 貢献 を され て いる 作家 
の 高橋 克彦 さん の こと を すぐ に 思 
い 浮 か べ ま す 。 高 橋 さ ん は 昔 か ら 
盛岡 を 拠点 に 作家 活動 を され て い 
ます 。 大 手 出 版 社 の 編集 者 が わざ 
わざ 盛岡 まで 作家 語 で を し て いる 
わけ で す 。 高橋 さん の 信条 か も し 
れ ま せん が 、 こ ん に ち を 予測 し て い 
た よう に 私 に は 見 えま す 。 


谷 藤 客員 教授 そう いう 岩手 の 良 
さ が 様々 ある わけ で す が 、 こ れ か ら 
の 岩手 の 展望 を どの よう に お 考え 
で すか 。 


谷村 会 長 国際 リニア コラ イダ ー 
(ILC) の 誘致 が 実現 で きれ ば 最 
高 で すね 。 こ れ は 岩手 の た め だ け で 
な く 、 技 術 創 造立 国 ・ 日 本 に な る た 
め の 最 大 の 武器 に な る と 思い ます 。 


【 岩 手 県 人 の 長所 】 


谷 藤 客員 教授 岩手 は 、 政 治 、 学 
術 、 文 化 な ど 様 々 な 分 野 で 多く の 
偉人 を 輩出 し て いま す が 、 そ れ は な 
ぜ だ と 思わ れ ま すか 。 

谷村 会 長 岩手 県 人 の 長所 を ひと 
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対 





談 





言 で 説明 する と すれ ば 、 私 は 「 開 明 
性 ] だ と 思い ます 。 中 国 の 言葉 に も 
ある よう で す が 、「 開 明 性 」 と は 自由 
で 開か れ た 、 将 来 を 見 越し た 考え 
を 持つ て いる こと で す 。 ご うし た 気 
質 が 育ま れ て きた こと が 、 岩 手 県 人 
の 強み だ と 思い ます 。 ま た 、 歴 史 は 
巡り 、 原 敬 が 亡くな っ て 1 世紀 が 経 
ち ま す が 、 そ ろ そ ろ 岩 手 か ら 総 理大 
臣 に な る よう な 人 材 が 出 て き て ほ 
し いで すね 。 


【 県 民 へ の メッ セー ジ 】 


谷 藤 客員 教授 来年 は 、「 岩 手 県 」 
と いう 名 称 に な っ て 150 周 年 を 迎 
えま す 。 歴 史 を 振り 返る に は ちょ う 
どい い タ イミ ング で す 。 私 た ち は 、 ど 
の よう に 歴史 と 向き 合え ば いい で 
じ ま う が か が 。 


谷村 会 長 岩手 に は 、 高 い ポ テン 
シャ ル や 将来 性 が あり ます 。 そ うし 
た 岩手 の 魅力 や 価値 を 、 我 々 県 民 
一 人 ひと り が も っ と 掘り 下げ 、 再 発 
見 し て いく 必要 が あり ます 。 そ の た 
め に 歴史 を 読み 、 歴 史 か ら 学び 、 未 
来 を 志向 する こと が 大 切 だ と 思い 
ます ね 。 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 と 、 日 本 と 
いう 国 を 牽引 し て きた 岩手 の 先 人 
た ちの お か げ で 、 今 、 私 た ち も 幸 福 


コロ ナ 後 を 見 据え る 岩手 の 次 な る 展望 





を 感じ る こと が で き て いる の で す 
か ら 。 


谷 藤 客員 教授 最後 に 、 県 民 の 皆 
さん に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 


谷村 会 長 幸福 は 最も 日 本 人 に 上 穫 
染み の ある 言葉 で 、 人 間 に と っ て 一 
番 大 切な も の で す 。 物 質 的 に 恵 ま 
れ た 人 が 必ず し も 幸福 だ と は 感じ 
て いな いか も し れ ま せん し 、 苦 労 し 
て 何 か に 挑戦 し て いる 人 が 、 今 の 自 
分 の 置か れ て いる 立場 に 幸福 感 を 
抱き な が ら 、 乗 り 越 えて や ろう と 
思っ て いる 、 そ うい う 幸 福 も ある と 
思い ます 。 日 本 人 が 忘れ か け て いた 
大 事 な 精 神 を 呼び 戻し て くれ る 言 
葉 だ と 思い ます 。 岩 手 の 場 合 は 、 都 
会 に 比べ て 所 得 な ど は 低い か も し 
れ ま せん が 、 都 会 に は な い 自 然 や 
文化 が あり 、 人 間 が いて 、 そ れ だ け 
様々 な 尺度 で 捉え られ る 幸福 が あ 
る わけ で す 。 そ の こと を 噛み し め て 
「 幸 福 に な っ て くだ さい 」 と 伝え た 
いで す 。 ま た 、 岩 手 に お 住ま いで な 
い 方 に も 、 こ の よう に 様々 な ポテ ン 
シャ ル を 秘め て いる 岩手 に 、 ぜ ひ お 
越し いた だ きた いで すし 、 起 業 し ま 
せん か 、 と お 伝え し た いで す 。 
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未来 を 豊か に 生き る 幸福 の ヒン ト 


高齢 化 が 加速 する 将来 を 見 据え た 「 プ ラチ ナ 社 会 」 の 提唱 や 「 ウ ェ ル ビー イン グ 」 の 研究 な 
と を 通し 、 こ れ か ら の 日 本 が 目指 す 新 し い 社 会 の 姿 や 生き 方 を 提示 する 、 三 菱 総合 研究 所 
理事 長 の 小宮 山 宏 さん 。 コ ロナ 後 の 社会 を 踏ま えた 幸福 の トレ ンド や 、 将 来 的 に 岩手 が 
向かう べき 方 向 性 に つい て 、 お 話 を 伺い まし た 。 


ーー 小宮 山 理事 長 は 、 プ ラチ ナ 
社会 を 提唱 され て 以来 、 一 買 し て 
「 ビ ジョ ン を 掲げ 、 行 動 す る 」 二 
と の 大 切 さ を 訴え て いま す が 、 そ 
の 重要 性 を どの よう に お 考え で す 
Do 


小宮 山 理事 長 今 の 時 代 は 、 人 
類 全 体 が 大 き な 転換 期 に 入っ て き 
て いま す 。 長 い 歴 史 を 振り 返る と 、 
これ まで 人 類 に と っ て 一 番 大 事 な 
目的 は 、 飼 え ず に 食べ られ る と い 
うこ と で し た 。 と ころ が 産業 革命 
な ど を 経て 、 物 質 的 に も 豊か に な 
り 、 現 在 、 先進 国 の 人 々 の 多く は 
食べ る こと に 困っ て お ら ず 、 当 初 
の 目的 は 達成 され て し まっ た の で 
す 。 達成 され て いな い 間 は 、 そ の 
指標 と し て GDP (国内 総 生 産 ) が 
マ 必 チチ し 、 そ れ が ビ ピジョン だ っ た 。 
それ が 達成 され て し まっ た 今 、 
ラチ ナ 社 会 で は 、 こ れ か ら ど の よ 
うな 社会 を 目指 し て 生き る の が 必 
要 だ ろう か と 考え た の で す 。 地球 
が 持続 し 、 今 の 物質 的 な 豊か さ は 
維持 し た まま で 、 人 の 自己 実現 を 
可能 に する 、 そ うい う 社 会 を ビジ ョ 
ン と する の が プラ チ ナ 社会 の 基本 
的 な 考え 方 で す 。 


一 一 プラ チ ナ 社会 の フィ ー ル ド 
と し て 「 地 方 」 に 着目 され て いま 
す が 、 そ れ は な ぜ で し ょ うか 。 ま 
た 、 地 方 に どの よう な 期待 を 持っ 
て いら っ し や いま すか 。 


小宮 山 理事 長 長期 的 に 見 る と 、 
人 間 の 行う ビジ ネス の 中 身 が 激 し 
く 変 わっ て いき ます 。 現在 で は 、 
資源 を 自由 に 使っ て 、 モ ノ を 大 量 
に 作る 必要 は な く な り ま し た し 、 
成り 立ち ませ ん 。 地 球 温暖 化 は 誰 
も が 実感 し て いま す よ ね 。 そ うな 
る と 、 和 石油 や 石炭 の 代替 資源 と し 
て 注目 され る の が 木材 で す 。 AA 
は 今 、 使 用 する 木材 の 3 分 の 2 を 
輸入 に 頼っ て いま す 。 確 か に 日 本 
の 山 は 傾斜 が きつ く 、 か つて 人 が 
登り 、 馬 が 引っ 張る と いう 時 代 に 
は 大 変 で し た が 、 科 学 技術 が 進 
歩 し て いる 現代 で は 、 本 気 で 取り 
組め ば 、 日 本 は 自給 どこ ろか 輸出 
で きる だ け の 森林 資源 を 保有 し て 
いま す 。 


ーー 令 和 元 年 に 岩手 で 「 プ ラチ 
ナ 懇 談 会 」 が 開催 され まし た が 、 
県 北 地域 で 取り 組み を 進め る 中 
で 、 岩 手 県 に は どの よう な 可能 性 


が ある と 思い ます か 。 


小宮 山 理事 長 これ か ら の 時 代 、 
エネ ルギー は 全て 再生 可能 エネ ル 
ギー に 変わ っ て いき ます 。 日 本 は 
小さ な 国 だ か ら 、 風 力も 水力 も 不 
足し て いる と いう 人 が いま す が 、 
それ は 大 き な 誤 解 で 、 正 確 に 計算 
すれ ば 十分 な 資源 が ある の で す 。 
この よう な 中 、 再 生 可 能 エ ネル 
ギー の 木材 資源 、 食 料 、 こ うい う 
も の を どこ で 生産 する か と いえ ば 、 
全部 地方 が 供給 する こと と な り ま 
す 。 地 方 は 、 風 力も 水力 も 木材 
資源 も 潤沢 に あり 、 必 要 な 食料 も 
自給 する こと が で きる 可能 性 に 満 
ち た フィ ー ル ド な の で す 。 例 えば 、 
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新た に 木材 を 生産 する 産業 が 生ま 
れれ ば 、 そ の 場所 に は スー パー 
マー ケッ ト や 理髪 店 、 カ フェ な ど 、 
様々 な 店 が で きる 。 こ れ を 「 産 業 
連関 ] と いう の で す が 、 日 本 が エ 
ネル ギー や 資源 の 輸入 に か け て い 
る 年 間 30 兆 円 規模 の お 金 を すべ 
て 自給 する こと で 、 そ れ に 関連 し て 
50 兆 円 も の 新た な ビジ ネス が 地方 
に 生ま れる の で す 。 そ の うち 、 森 
林産 業 は 10 分 の 1 、5 兆 円 規模 
に な る の で す 。 岩手 県 で も 、 県 北 
部 の 「 北 いわ て 」 で 新た な 森林 産 
業 が 動き 始め て いま す が 、 極 め て 
将来 性 の 高い 産業 だ と 思い ます 。 





ーー 本 県 は 「 幸 福 」 を キー ワー 
ド に 地域 づく り を 進め て いま す が 、 
人 生 100 年 時 代 に 向け て 、 ど と の 
よう な こと が 必要 で し ょ うか 。 


小 富山 理事 长 私 は 「 丸 の 内 プ 
ラチ ナチ 大学 | だ いう ビジ ネス パー 
ソン を 対象 と し た スク ー ル の 学長 
を し て いま す 。 当初 、50 代 の 人 
が 第 二 の 人 生 を 考え る た め に 来る 
の だ ろう と 思っ て いた の で すず す が 、 
30 代 の 方 も 少な く な く 、 和 驚き まし 
た 。 人生 100 年 時 代 を リア ル に 
捉え 、 若 いう ちか ら 将 来 に 備え な 
けれ ば いけ な いと 考え る 人 が 、 ど 
ん どん 増え て いま す 。 し か も 、 い 
ずれ は 地方 に 行き た い 、 戻 り た い 
と 思っ て いる 人 も 多い の で す が 、 
雇用 を は じ め と し た チャ ンス が な 
い 。 非常 に も っ た いな いで すね 。 


コロ ナ 後 の 社会 の 中 で 、 


> 





「 課 題 先進 地 ] で も ある 地方 は 、 
どの よう な ビジ ョ ン を 掲げ 、 努 力 
する べき だ と 思わ れ ま すか 。 


小宮 山 理事 長 そろ そろ 地方 も 、 
本 気 に な る タイ ミン グ に 来 て いる 
と 思い ます 。 大 転換 の 時 代 で すか 
ら 、 大 事 な の は 、「 制 度 」 で は な く 、 
本 気 で 立ち 上 が る 「 人 」 で す 。 こ 
の まま 何 も し な けれ ば 、 少 子 高齢 
化 が 加速 し て 、30 年 後に は 自治 
体 が 消滅 する か も し れ な い 。 こう 
し た 危機 感 を 持っ て 、 本 気 で 立ち 
上 が る 人 が 既に 出 始め て いる と 思 
いま す 。 


ーー 新た な ビジ ネス を 創り 出す 
た め に は 、 リ スク も 伴い ます 。 


小宮 山 理事 長 リス ク を 取る 覚悟 
が な けれ ば 、 何 も 始ま り ま せん 。 
新しく 事業 を 始め る に は 、 資 金 を 
集め る 必要 が あり ます 。 県 も 民間 
企業 も 住民 も 出資 し て 、 み ん な で 
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ビジ ネス を 応援 で きる 新しい ファ 
イナ ンス の 仕組 み が で きる と いい 
と 思い ます 。 お 金 は その 気 に な れ 
ば 集め られ ます か ら 、 大 事 な の は 
誰が 中 心 と な っ て 引っ 張っ て いく 
か で す 。 こ れ は 、 私 は 自治 体 よ り 
も 大 学 だ と 思い ます 。 な ぜ な ら 、 
新しく 何 か を 始め よう と する と 、 
様々 な 壁 に ぶつ か り ま す 。 自治 体 
で は 制度 的 な 間 題 も あり 、 役 所 的 
な 手続 き が 必要 と され 、 な か な か 
前 に 進ま な い 場 合 が 多い か も し れ 
ませ ん が 、 大 学 で あれ ば 、 問 題 を 
突破 で きる 可能 性 が ある と 思い ま 
す 。 


ーー 岩手 県 立 大 学 で も 地域 振 
興 や 地域 産業 に 関す る 研究 に は カ 
を 入れ て いま す が 、 最 近 で は 若い 
学生 た ちの 関心 も 非常 に 高まっ て 
いま す 。 


小宮 山 理事 長 課題 解決 に 向け 
て は 、 今 ある 知識 で 概ね 対応 が 可 
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能 で あり 、 必 ず し も 最 先 端 の 知識 
が 必要 で は あり ませ ん 。 大学 だ け 
で な く 、 私 が 期待 し て いる の は 一 
関 工業 高等 専門 学校 の 学生 た ち で 
す 。 彼ら は 電気 と 機械 の 知識 を 持 
ち 、 実 際 に も の づく り が で きま す 
か ら 、Al な どの 新た な 技術 を 学べ 
ば 即 戦 力 で す 。 

ーー AIl の 導入 が 、 変 革 の ポイ 
ント な の で すね 。 


小宮 山 理事 長 地方 の 人 手 不足 は 
逆 に チャ ンス な の で す 。 若 い 後 継 
者 が 一 人 帰っ て きた と し て 、Al を 
活用 すれ ば 10 人 分 の 仕事 を する 
こと が で きる 。 つ まり 、 一 人 で 複 
数 人 分 の 収入 を 得 ら れる わけ で 
Fo 
ーー ウェ ルビ ー イ ング と いう 考 
え 方 が 注目 され て いま す 。 


小宮 山 理事 長 単に 生活 の た め 
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の 食事 と 老後 へ の 備え が 確保 され 
て いれ ば 幸福 な わけ で は な く 、 自 
分 が 社会 の 中 で みん な と 一 緒 に 意 
味 の あ る こと を や っ て いく 。 そ の 
中 で 自分 に 役割 が ある と いう 状態 
が 人 間 に と っ て の 幸福 で は な いか 
と 思い ます 。 何 か 大 き な 目 標 が 
あっ て 、 そ の た め に 仲間 と 一 緒 に 
や っ て いく 、 そ れ が プラ チ ナ 社会 
だ と 思っ て いま す 。「 地 方 か ら 東 
京 に 出 て 行っ て 、 東 京 で 一 旗 あ げ 
る 」 と いう の は 古い 思想 で す 。 











大 き な 目 標 を 共有 し 、 自 分 
の で きる や り 方 で 社会 に 参加 し て 
いく わけ で すね 。 そ れ は 一 人 ひと 
り の ダイ バー シテ ィ で も あり 、 価 
値 観 が 尊重 され て こそ 役割 も 生ま 
れる か と 思い ます 。 


小宮 山 理事 長 多様 性 に 富む 社 
会 の ほう が 面白 いと 確信 し て いま 
す 。 シ ニア ・ 学 生 ・ 子 ども の 触れ 
合い は 、 大 家族 で 暮らし て いた 時 


代 に は 普通 に あり まし た が 、 今 は 
自然 に は 生ま れ ま せん 。 

ーー 県 民 の 皆さん に メッ セー ジ 
を お 願い し ます 。 


小 富山 理事 长 「 若 い 人 を エン ジ 
ン に 立ち 上 が り ま し ょ う 」 と いう 
こと で す 。 若い 人 た ち を エン ジン 
に し て 、 本 気 で ビジ ネス を 創り 、 
自立 し て いく こと が 大 切 で す 。 東 
京 に は お 金 が 注 が れ て いる か ら 、 
キラ キラ し て 見 えま す が 、 未 来 は 
地方 に あり ます 。 新 し いも の を 作っ 
て も 、 新 幹線 の 駅 の よう に 、 ど こ 
に 行っ て も 同じ で ある こと は 必ず 
し も 良い こと で は あり ませ ん 。 岩 
手 は 、 守 る べき も の を 守っ た ほう 
が いい と 思い ます 。 本気 の 人 達 が 
立ち 上 が り 、 岩 手 な ら で は の 、 新 
し い ビ ジネス が 生ま れる こと を 期 
待 し て いま す 。 




















(イン タビ ュー 日 : 2021 年 12 月 21 日 ) 
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日 本 が 目指 す 幸 福 は 
地域 の 中 に ある 























幸せ 経済 社会 研究 所 所 长 人 
大 学院 大 学 至 善 館 教授 。 東 京 大 学 大 学院 教育 心 


yr 理学 専攻 修士 課程 修了 。 同時 通訳 者 を 経て 、 翻 記 
a= ie ~~ 家 ・ 環 境 ジ ャ ー ナ リス ト と し て 活動 。 2007 年 、 ノ ー 
下 F Ik ベル 平和 賞 を 受賞 し た アル ・ ゴ ア 氏 の 著書 『 不 都 
ンー プチ NN 


合 な 真実 』 を 翻訳 し 注目 を 集め る 。 
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日 本 が 目指 す 幸 福 は 地域 の 中 に ある 


持続 可能 な 未来 に 向け て 、 新 し い 経済 や 社会 の あり 方 、 幸 福 度 を 高め る た め の 考 え 方 な 
ど と を 研究 する ほか 、 島 根 県 海士 町 を は じ め 、 様 々 な 地方 創 生 プロ ジェ クト に 関わ る 、 幸 せ 
経済 社会 研究 所 所 長 の 枝 廣 淳子 さん 。 こ れ か ら の 時 代 を 幸せ に 生き 抜く た め の ヒ ント や 、 
地方 の 自立 と 地域 経済 の 関係 性 に つい て 、 お 話 を 伺い まし た 。 


— REARS [幸福 | を どの 
よう に 捉え て いま すか 。 


枝 廣 所 長 「 幸 福 ] は 主観 的 で あ 
り 、 そ れ を 政策 の 対象 と する の は 
難し いで すね 。 首 那 的 な 幸福 は 「 へ 
ドニ ア 」 と 呼ば れ て いま す が 、 そ 
れ に 対し て 、 私 た ちの 研究 所 で は 
「 ユ ー ダ イモ ニア 」 と いう 長期 的 に 
続く 幸福 を 研究 し て いま す 。 こ れ 
まで の 大 量 生産 ・ 大 量 消費 ・ 大 量 
廃棄 の 時 代 は 、 モ ノ を 買え ば 幸せ 
に な る と か 、 豪 華 な 食事 で ある と 
か 、 首 那 的 な 幸福 感 が 大 事 に され 
て いま し た が 、 東 日 本 大 震 災 津波 
の 影響 も あり 、 首 那 的 な 幸福 より 
も 安定 的 な 幸福 が 重要 視 さ れ て き 
て いま す 。 長期 的 な 幸福 感 に お い 
て は 、 何 か あっ て も 立ち 直 れ る 、 
自分 は 大 丈夫 だ と いう し な や か さ 、 
いわ ゆる 「 レ ジリ エン ス 」 が 重要 
と 考え て いま す 。 





ーー コロ ナ 褐 に よっ て 、 幸福 に 
どの よう な 変化 が 生じ て いる と 考 
えて いら っ し や ゃ いま すか 。 


枝 廣 所 長 他 と の 比較 で 幸福 を 定 
義 す る の で は な く 、 他 人 が どう で 


あれ 「 自 分 は 幸福 だ 」 と 感じ る 、 
主体 的 な 幸福 感 が 大 切 だ と 思い ま 
す 。 世 の 中 の 状況 が 変わ っ て いく 
中 で 、「 自 分 は これ で 良い の だ 」 と 
いう 幸福 感 を 持っ て いる と 、 た と 
え コ ロナ 褐 で あっ て も 、 そ ん な に 
変わ ら ず に いる こと が で きま す 。 
令 和 3 年 の 岩手 県 の 県 民意 識 調査 
で 、 コ ロナ 補 で も 幸福 度 が 下がら 
ず 微 増 と いう の は 、 素 晴らし いこ 
と で す 。 環境 が 変わ っ た と し て も 
人 々 の 幸福 を 支え て いる の は 何 か 。 
そこ を 今 、 切 り 込 ん で いけ る チャ 
ンス か も し れ ま せん 。 





ーー コロ ナ 後 の 社会 を 見 据え た 
時 に 、 幸 福 を どの よう に 考え る と 
よい の で し ょ うか 。 


枝 广 所 长 幸福 感 で 一 番 大 切な 
の は 、「 自 分 は これ で 良い の だ 」 と 
思え る こと で す が 、 そ こ に コロ ナ 
が 与え る 影響 は 、 心 理学 的 に 、 長 
期 的 に 見 て いか な けれ ば いけ ませ 
ん 。 コ ロナ 後 の 幸 福 を 考え る と 、 
これ まで の よう に 人 や モノ が 距離 
に 関係 な く 移 動 し て お 金 を 稼ぐ こ 
と が 幸福 で ある と いう より 、 移 動 
で きる 範囲 が 狭まっ た と し て も 、 


その 範囲 の 中 で 、 グ ロー バル 経済 
で は な く 地 域 経済 の 中 で や り 取 り 
で きる 安心 感 と いう の で し ょ うか 、 
それ が 人 々 の 幸福 感 に も 大 きく 影 
響 す る と 思い ます 。 


ーー デジ タル 化 が 進む と 様々 な 
可能 性 が 広がり ます が 、 そ れ を 踏 
まえ た 上 で 、 こ れ か ら の 社会 を ど 
の よう に お 考え で すか 。 


枝 席 所長 デジ タル 化 の 進展 は 素 
青 ら し い 面 が あり 、 例 えば 、 入 院 
を 余儀 な くさ れ て いる 方 、 障 が い 
を お 持ち の 方 な ど 、 こ れ ま で 主流 
派 で は な か っ た 人 た ち が 表 舞台 に 
加わ る こと が で きま す 。 一 方 で 
人 と 人 と の 触れ 合い な ど 、 ど れ だ 
け デ ジタル 化 が 進ん で も 、 明 け 渡 
し て は いけ な い 領 域 が あり 、 そ こ 
を 明け 渡し て し まう と 幸福 度 に マイ 
ナス の 影響 を 与え て し まう と 考え 
ます 。 


これ か ら の 新しい 時 代 、 地 
方 は どの よう に 存在 感 を 示し て い 
くべ き で し ょ うか 。 


枝 广 所 长 未来 は 地域 に し か な 
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い 、 と 私 は 考え て いま す 。 中 央 の 
各省 店 で 方 向 性 を 決め た り 、 政 策 
を 決め た りす る こと は で きま す が 、 
実際 に 物事 が 動く の は 地域 で す 。 
日 本 と いう 国 が ある わけ で は な く 
て 、 地 域 が 集まっ て で き て いる の 
が 岩手 県 で あり 、 日 本 で ある わけ 
で す 。 一 つ 一 つの 市 町 村 が 自分 の 
足 で 立て る よう に な っ て いく 、 そう 
いっ た 地域 が 集まっ た 国 と いう の 
は 強い と 思い ます 。 こ れ ま で の よ 
うに 、 東 京 か ら ど れ だ け お 金 が 来 
る だ ろう か と いう こと で は な く 、 市 
町 村 が 個々 の 力 を 発揮 し な が ら 、 
自立 に 向かっ て 進ん で いく 。 そ れ 
を 県 が 応援 し て いく と いう よう な や 
り 方 に な っ て いく の で は な いで し ょ 
うか 。 


ーー 岩手 県 の 魅力 や 潜在 可能 
性 を 、 ど の よう に 感じ て いら っ し ゃ 
いま すか 。 


枝 廣 所 長 経済 を 成り 立た せ て い 
る 資本 に は 、 金 融資 本 や 生産 資本 
の ほか 、 自 然 資 本 、 社 会 関係 資 
本 が あり ます が 、 幸 福 度 の 観点 か 
ら は 、 人 と 人 と の つなが り で ある 
社会 関係 資本 が より 大 切 で す 。 岩 
手 県 は 、 自 然 資本 と 社会 関係 資本 
の 両方 が 豊か で あり 、 そ れ ら を 最 
大 限 に 生か すこ と が で きる 潜在 可 
能 性 が ある と 思い ます 。 





島根 県 の 海士 町 の よう に 地 
方 創 生 を 成功 させ る に は 、 ど の よ 
うな ポイ ント が あり ます か 。 


Q 


> 


の の の の の < 
a 


枝 廣 所 長 海士 町 も そう で す が 、 


地方 創 生 で 良い 動き を し て いる グ 


ルー プ は 、 強 い 危 機 感 を 原動力 と 
し て 動い て いま す 。 し か し 危機 感 
だ け で 動か し 続け る の は 困難 な の 
で 、 危 機 感 経 営 か ら ビ ジョ ン 経 営 
へ 、 逃 げた い 現 実 で は な く 、 こ う 
あり た い 町 に な る た め に 、 み ん な 
で 共有 ビジ ョ ン を 作っ て 向かっ て 
いこ うと いう まち づく り に 変わ ろう 
と し て いま す 。 成功 し て いる 自治 
体 の 例 を 見 る と 、 首 長 が リー ダー 
シッ プ を と っ て 進め て いく パタ ー 
ン 、 先 見 の 明 が あり 熱い 思い を 
持っ た 複数 の 自治 体 職員 が 引っ 
張っ て いく パタ ー ン 、 民 間 で 熱意 
の ある 人 た ち が グ ルー プ を 作っ て 
引っ 張る パタ ー ン の どれ も あり ま 
す 。 こ れ ら を 組み 合わ せら れれ ば 
最強 で す が 、 逆 に どれ も 無い 場合 
は 、 難 し い 状 況 と な り ま す 。 地域 
の これ か ら を 変え て いく に は 、 こ 
れ ま で 通り で は いけ ませ ん が 、 ど 
の 自治 体 も それ ぞ れ 模索 中 と いう 
か 、 確 立 さ れ た プロ セス が ある わ 
け で は あり ませ ん 。 プ ロ セ ス を 模 
索 す る こと を 選ぶ か 選ば な いか 、 
それ 自体 が 最初 の 試 金 石 と な り ま 
す 。 
ーー 先生 の 著書 の 中 に 、「 リ ・ 
ロー カリ ゼー ショ ン 」 と いう 言葉 
が あり ます が 、 ど の よう な 考え 方 
で し よう が 。 


枝 广 所 长 これ は 世界 的 な トレ ン 
EG TU] と いう の は 再び と いう 
意味 で す が 、 も う 一 度 地 域 を 中 心 


KKK KR 





に 据え よう と いう 考え 方 で す 。 も 
と も と 経済 と いう の は 、 身 近 な 地 
元 の 経済 か ら 始 まっ て いま す 。 そ 
れ ぞ れ の 町 や 村 で 経済 活動 を 行っ 
て いて 、 徐 々 に 流通 網 が 発展 する 


に 従っ て エリ ア が 広がり 、 今 や グ 
ロー パル 経済 と な っ て いま す 。 分 
ロー バル 経済 の メリ ッ ト は た くさ 
ん あり ます が 、 そ れ に 手綱 を 渡し 
ま ぎ て し まっ た の で は ほ は ない でしょ 
うか 。 地 産地 消 と いう 言葉 が あり 
ます が 、 私 は あえ て 「 地 消 地産 」 
と いう 言い 方 を し て いま す 。 こ れ 
は 、 地 域 で 使う も の は 地域 で 作り 
まし ょ う よ 、 と いう 意味 で 使っ て い 
ます 。 そ うす る と 、 外 の 経済 に 頼 
る 割合 を 減ら し て いけ ます の で 、 
災害 や コロ ナ な ど 、 何 か 起こ っ た 
時 で も 自分 た ち で 経済 を 回 し て い 
く こ と が で きま す 。 例 えば 、 海 士 
町 で は 「 ハ ー ン 」 と いう 地域 通貨 
が あり ます 。 こ れ を 町 の 人 た ち は 
日 本 円 の よう に 使っ て お り 、 町 内 
の お 店 の レジ に は 、 円 の ほか に 
ハー ン が 入っ て いま す 。 仮に 目 本 


E a SOO 
0 Eee 


円 が 暴落 し て 価値 が な く な っ た と 
し て も 、 海 主 町 の 人 た ちほ は ハーン シ 
で や り 取 り を 行う こと が で き 、 経 
済 活動 は 止ま り ま せん 。 


ーー 地域 の 持続 可能 性 と 幸福 と 
の 関係 を で の よう に 考え ます か 。 


枝 廣 所 長 ここ で 暮らす こと が 和幸 
せ だ と 思う 人 が 多けれ ば 多い ほど 
町 に 定着 し ます し 、 幸 せ そ うな 様 
子 を 見 て 他 か ら も 入っ て くる し 、 そ 
れ は 町 の 持続 性 に つなが り ま す 。 
東京 か ら 地 方 に 移住 し た 若い 友人 
の 話 を 聞く と 、「 給 料 は 3 分 の 1 に 
な っ た けど 、 東京 に いた 時 より ずっ 
ど 幸 せ だ ] と 言っ て いま す 。 そ の 
理由 を 聞く と 、 周 り の 人 と の コミ ュ 
ニテ ィ の 中 で 生か され て いる 、 と 
いう 感覚 に な っ て くる と の こと で 
すま 。 こ うし た 人 と 人 と の つなが りほ 、 
田舎 で は 当然 の こと で す が 、 都 市 
で は ほ は 失 われ て し まっ た も の で すず 
それ こそ が 東京 や 大 都市 の 人 々 が 
心 の 底 で 求め て いる こと だ と 思い 
ます し 、 お 金 で は 決し て 解決 で き 
な いも の で す 。 


ーー 地方 で は 若者 の 都市 部 へ の 
流出 が 課題 と な か っ て いま す が 、 特 
に 女性 が な か な か 戻っ て こない 。 
ヒン ト が あれ ば 教え て くだ さい 。 


REFR 徹底 的 に 「 女 性 に 選 
ば れる 県 」 に な る よう 努力 し 続け 
る こと し か あり ませ ん 。 も ちろ ん 、 
子育て 支援 や 移住 策 は 大 切 で す 
が 、 岩 手 で 生活 し て 仕事 を する こ 
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日 本 が 目指 す 幸 福 は 地域 の 中 に ある 


と が 、 自 分 の 生き が いや や り が い 
に つなが る と いう 実感 を 持て る か 
どう か だ と 思い ます 。 経済 的 な 豊 
か さ を 多 少 犠牲 に し て も 、 心 の 豊 
か さ を 選 ぶ 人 が 増え て き て いま す 。 
東京 で 働い て いる 女性 た ちと 話 を 
し て も 、 そ こ が 満 た され な く て モヤ 
モヤ し て いる 女性 た ち が 多 い の で 
す 。 多く の 自治 体 は 、 移 住 策 や 女 
性 の 引き 止め 策 と し て 金銭 的 な 支 
援 を 行っ て いま す が 、 そ うい っ た 
物理 的 な も の で 幸福 感 を 満た す よ 
り 、 ま さ に 岩手 県 が 試み て いる よ 
うに 、 心 の 豊か さ を 満た すこ と が 
で きれ ば 、 地 方 の チャ ンス は も っ 
と 広がる の だ と 思い ます 。 





ーー 最後 に 県 民 に メッ セー ジ を 
お 願い し ます 。 


枝 廣 所 長 私 た ちの 生活 ・ 社 会 ・ 
経済 を 揺るが すこ と が 起こ っ た 時 、 
それ は 、 前 より も 、 強 い 地域 、 幸 
せな 地域 に 変わ っ て いく た め の 
きっ か け に な る の だ と 思い ます 。 
コロ ナ が 終わ っ た ら コ ロナ 前 に 戻 
= = 


る と いう より も 、 そ の 中 で 学ん だ 
こと 、 新 た に 見 出し た 価値 、 再 発 
見 し た 大 切 さ と 共に 、 次 の 時 代 を 
生き て いく 。 県民 が 安心 し て 幸せ 
に 暮らし て いけ る 、 そ れ も 今 の 世 
代 だ け で は な く て 、 子 ども や 孫 の 
時 代 に な っ て も 幸せ に 暮らし 続け 
られ る 岩手 県 と は どの よう な 県 な 
の か 、 と いう こと が 問わ れ て いる 
と 思い ます 。 岩手 は 自然 資本 と 社 
会 関係 資本 が 豊か で あり 、 幸 福 度 
と いう 観点 か ら 見 る と 、 金 融資 本 
や 生産 資本 が 豊か で ある 地域 より 
も ずっ と 強い と 思い ます 。 例 えば 
今 、 温 暖 化 が これ だ け 大 き な 問 題 
に な っ て いま す が 、 豊 富 な 森林 資 
源 な ど を 有する 岩手 県 は 、 二 酸化 
炭素 を 吸収 する 大 き な 力 を 持っ て 
いま す 。 岩手 に ある こう し た 大 き 
な 可能 性 を いか に 顕在 化し て いく 
か 。 そ れ は 、 す ご く 前 向き で 楽し 
い プ ロ セ ス に な る と 思い ます 。 $ 
後 、 岩 手 の 可能 性 が 広がっ て いく 
こと を 期待 し て いま す 。 


























(イン タビ ュー 日 : 2021 年 12 月 17 日 ) 
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QL (>) | いわ て 県 民 計画 (2019~2028) の 先進 性 | 
ae [#48] を キー ワー ド に 掲げ る 県 民 計 画 


Co 近年 、 幸 福 の 概 念 を 政策 に 反映 させ よう と 試み る 自治 体 が 増え て いま す が 、 総合 計画 の 政策 
LL 体系 は 、「 保 健 福祉 」 や 「 商 工業 ] と いっ た 従前 どおり の 政策 ペー ス と する ケー ス が 多い 状況 で す 。 

ae これ に 対し 岩手 県 の 総合 計画 で ある 「 い わ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) | で は 、 外 部 有識者 
SSS で 構成 され る 「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 」 研究 会 か ら 報告 の あっ た 「 県 民 の 幸福 感 に 関連 する 
< の 12 の 領域 」 を 基 に 、 [健康 ・ 余 暇 ] や 「 仕 事 ・ 収 和 ] な どの 10 の 政策 分 野 を 設定 し て お り 、 こ 
en の よう な 県 民 の 幸福 に 基づい た 政策 体系 は 、 全 国 的 に 先進 的 な 事例 と し て 注目 を 集め て いま す 。 





SoS 国会 に お ける 紹介 


くべ の 信和 2 年 11 月 5 日 ( 木 ) の 参議 院 予算 委員 会 の 質疑 に お いて 、 本 県 の 幸福 に 関す る 指標 体系 が 


SA 先行 事例 と し て 取り 上 げ ら れ ま し た 。 
















































































ん 会 審議 の 様子 (出典 : 参議 院 HP ) 
全 岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 
oe (出典 :H29.9「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 」 研 究 会 報告 書 ) 



























































※ 体 系 図 の 詳細 は 、P40 を 御覧 くだ さい 。 
< 
o 国 の 調査 報告 書 に お ける 紹介 
SA 2021 年 9 月 に 内 閣府 が 公表 し た 「 満 足 度 ・ 生 活 の 質 に 関す る 調査 報告 書 2021」 に お いて 、Well- 
o being に 関す る 地方 公共 団体 の 指標 群 の 例 と し て 、「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 が 掲載 され まし た 。 
x 
0, 「 満 足 度 ・ 生 活 の 質 に 関す る 調査 報告 書 2021」 | 抜粋 | (地方 公共 団体 に お ける 指標 群 ) 
ん 我が国 の 地方 公共 団体 に お いて も 様々 な 指標 群 が 策定 され て いる 。 そ の 多く で 、 内 
XD : ; 
閣府 や 諸 外 国 と 同様 に 、 主 観 指標 ・ 客 観 指標 の 双方 を 盛り 込み 、 経 済 ・ 社 会 に つい 


36 て 多面 的 な 角度 か ら と ら え よう と し て いる 。 


例え ば 、 岩 手 県 で は 、 「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 を 選定 し 、 主 観 的 指標 と 客観 的 
QQS 指標 を 組み 合わ せ た 報 告 書 を 毎年 作成 し て いる 。 ま た 、 県 独自 の アン ケー ト 調 査 を 実 
<x 施し 、 標 準 的 な 幸福 度 指標 だ け で な く 、 仕 事 ・ 子 育て 等 の 12 分 野 別 の 「 実 感 指標 ] 
SRL を 調査 する と と も に 、 日 本 人 が 他 者 と の 協調 性 や 他 者 の 幸福 、 平 穏 な 感情 状態 に 焦点 

$$ を 置く 傾向 が ある と の 考え か ら 、「 協 調 的 幸福 感 | と し て 5 項目 の 調査 を 実施 し て いる 。 
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いわ て 幸福 日 書 2022 』 第 3 部 m 「 希 望 卿 いわ て 」 の 今 


第 3 部 の 概要 


の CO の CO の OOOOOOOOOOOOOOOO の OOOOO の OO の OO の OOO の OOOO の OO で OOO の OO の OO の OOOOO の OOOOOOOO の OOOO の OOOOO の OOOOOOO の OOOOO の OO の OO の OO の OO の 


第 3 部 で は 、 県 民 の 幸福 感 の 現状 や 、 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 を 紹介 し ます 。 

県 民 の 幸福 感 の 現状 に つい て は 、 毎 年 実施 し て いる 県 民意 識 調査 の 調査 結果 の 中 か ら 、「 主 観 的 幸福 感 」 、 
[幸福 か どう か を 判断 する 際 に 重視 し た 事項 ]、「 分 野 別 実感 」 の 結果 を 掲載 し て いま す 。 

県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 に つい て は 、26 ペー ジ 以 降 、「 い わ て 県 民 計画 (2019 一 2028)]( 以 
下 「 い わ て 県 民 計 画 ] と いう 。) に 掲げ る 10 esea a a ジェ スト で 掲載 し て いま す 。 

な お 、10 の 政策 分 野 の 概要 は 、24 ペー ジ を ご 覧 くだ さ 


X 26 ペー ジ 以 降 の [県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 ] は 、 令 和 3 年 11 月 に 公表 し た 「 政 策 評 価 レ ポー ト 2021] を 基 に 作 
成 し て いる た め 、 記 載 内 容 は 公表 当時 の も の で す 。「 県 民 の 幸福 度 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 | の 見 方 は 25 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 













































































幸福 か どう か を 判断 する 際 に 
重視 し た 事項 








主観 的 幸福 感 














県 民意 識 調査 で 、「 あ な た は 現在 、 ど の 程度 幸 
福 だ と 感じ て いま すか 。] と いう 設問 に 対し 、 5 


県 民意 識 調査 で 、「 あ な た が 幸福 か どう か 判断 
する 際 に 重視 し た 事項 は 何で すか 。 | と いう 設問 


段階 で 把握 し た も の で す 。 

その 結果 、 幸 福 と 感じ て いる 人 の 割合 は 上 昇 
し て いま す 。 

また 、「 幸 福 だ と 感じ る ] か ら 「 幸 福 だ と 感じ 
な い ] まで の 5 段階 の 選択 肢 に 応じ て 5 点 か ら 1 


に 対し 、 下 表 の 17 の 項目 か ら 該当 する 全て を 選択 
いた だ いた も の で す 。 
その 結果 、 幸福 か どう か 判断 する 際 に 重視 する 
割合 が 高い 順に 「 健 康 状況 ] 、「 家 族 関係 ] と な っ 
て いま す 。 


点 を 配点 し た と ころ 、 県 全体 の 平均 値 は 、5 点 
満点 中 3.52 点 と な り ま し た 。 








( ): 前 回 割合 (項目 ) 0% 20% 20% 60% 80% 100% 


D 73.4075 
E ooo (71.7) 

















1. 健 康 状況 


主観 的 幸福 感 ( 県 計 ) の 推移 割合 2. 家 族 関係 














人 se に 3. 自 由 な 時 間 ・ 充 実 し た 余 有 [ER : 56. 0(50.5) 
4. 居 住 環境 DEE 50; 7 (51 8) 
5. 家 計 の 状況 =| 48. 9(50. 8) 
6. 友 人 関係 al 41. 1%. Do 


7 30. 7( 30. 9) 
8. 仕 事 の や り が い E 29. 5( 28.2) 
omanan M 28.8 (26.7) 
10. 治 安 ・ 防 災 体 制 | 22.4(23.9) | 
主観 的 幸福 感 の 平均 値 (県 計 ) の 推移 (点数 ) 11 02 


Ea 12 地域 コミ ュ ニテ ィ と の 関 人 M 16.7(18.6) 























13. 子 育て 環境 八国 14.1(18.2) 
14. 教 育 環境 D 9.5(12.0) | 
a 15 社会 貢献 還 7.0189) | 
= 16. 地 域 の 歴史 x 文化 財 5.5 G4 

i 17. そ の 他 |] 2.6 (4.0) 
gL a a aoar aoa 18 不 明 |E 5.6 (2.7) 
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分 野 別 実感 


県 民意 識 調査 で 、「 現 在 の あな た ご 自身 の こと に つい て 、 お た ず ね し ます 。」 と いう 設問 に 対し 、 下 表 の 
12 の 分 野 別 実感 を 回 答 い た だ いた も の で す 。 

いわ て 県 民 計 画 の 開始 前 で ある 平成 31 年 を 基準 と し た 場合 、 4 分 野 で 上 昇 、 4 分 野 で 横ばい 、 4 分 野 で 
低下 が 見 られ まし た 。 

実感 の 平均 値 が 高 
然 の 豊か さ 」 の 実感 は 、 4 京 を 超え て いま す 。 


「 家 族 関係 ] 、「 地 域 の 安全 ] と な っ て いま す 。 な お 、 [B 








然 






























































3 (1) 心身 の 健康 3.00 3.07 1 (0.07) 

IER RD) aOR 3.05 2.97 J (A0.08) 

(3) 家族 関係 3.84 3.85 - (0.01) 

I RR FAC し 子育て 3.08 3.16 | 1 (0.08) 

I 教育 (5) 子 ども の 教育 3.10 3.20 Tt (0.10) 

N 居住 环境 (6) 住ま い の 快 適さ 3.34 3.31 - (A0.02) 

コミ ュ ニ ティ | (7) 地域 社会 と の つなが り 3.35 3.09 J (A0.25) 

V 安全 (8) 地域 の 安全 3.82 3.76 4 (A0.06) 

(9) 仕事 の や り が い 3.54 3.49 - (A0.05) 

UES RA Oo) 必要 な 収入 や 所 得 2.65 277 T (0.13) 

VI 歴史 ・ 文 化 (11) 歴 史 ・ 文 化 へ の 誇り 3.28 3.18 4 (A0.11) 

Wl 自然 环境 (12) 自然 の 豊か さ 4.21 4.18 - (A0.03) 
GE) ①() は 基準 年 調査 と の 差 。 な お 、 四 捨 五 入 の 関係 か ら 年 平均 値 と その 差 の 合計 が 一 致し な い 場 合 が あり ます 。 























② t 検定 の 結果 、5% 水 準 で 有意 な 変化 が 確認 で きた も の は 、 網 掛け と 矢印 で 表記 し て いま す 。 


岩手 県 の 政策 評価 


県 で は 、 い わ て 県 民 計 画 の 実効 性 を 高め 、 県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 取組 を 着実 に 推進 し て いく た め 、 
政策 評価 を 実施 し て いま す 。 

10 の 政策 分 野 の 政策 評価 で は 、 台 政策 分 野 に 設定 し た 、 幸 福 に 関連 する 客観 的 指標 (いわ て 幸福 関連 指 
標 ) の 達成 状況 に 加え 、 県 民意 識 調査 で 把握 し た 政策 分 野 ご と の 実感 き ?、 参 考 指標 や "、 社 会 経済 情勢 等 
を 踏ま え 、 総 合 的 に 評価 を し て いま す 。 


評価 区 分 10 の 政策 分 野 の 総合 評価 の 基本 的 な 考え 方 


政策 分 野 ご と に 、 全 て の 指標 が 目標 達成 率 80% 以 上 (指標 達成 度 や [A] Xi [B] で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状 
況 な ど を 踏ま え 、 政 策 分 野 の 取組 方 向 の 実現 に 向け 順調 に 進ん で いる こと か ら 、 引 き 続 き 取 組 を 推進 する も の 。 





政策 分 野 ご と に 、 目 標 達成 率 80% 以 上 の 指標 が 半数 以上 で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 な ど を 踏ま え 、 政 策 分 野 の ena 
AAS MORIRICHRVAIAIEA CSW). —BRELEA WANS. SIAMARMEHETSO0. hep 
※ 全 て の 指標 が 目標 達成 率 80% 以 上 で あっ て も 、 県 民 の 実感 が 基準 年 (H31 年 ) と 比べ 「 低 下 ] し て いる 場合 に は BETS. 


政策 分 野 ご と に 、 目 標 達成 率 80% 以 上 の 指標 が 半数 未満 で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 な ど を 踏ま え 、 政 策 分 野 の 【B] 80% 以 上 
取組 方 向 の 実現 に 向け あま り 順 調 に 進ん で いな いこ と か ら 、 一 部 見 直し の ほか 、 よ り 効 果 的 な 取組 を 検討 する な ど 、 一 100% 未 満 
層 の 施策 の 推進 が 必要 な も の 。 【C】 60% 以 上 
※ 目 標 達成 率 80% 以 上 の 指標 が 半数 以上 で あっ て も 、 県 民 の 実感 が 基準 年 (H31 年 ) と 比べ 「 低 下 ] し て いる 場合 に は C と する 。 80% 未 満 


[D] 60% 未 満 
































【A】 100% 以 上 
































政策 分 野 ご と に 、 目標 達成 率 60% 未 満 (指標 達成 度 【D】) の 指標 が 半数 以上 で あり 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 状況 な ど 
を 踏ま え 、 政 策 分 野 の 取組 方 向 の 実現 に 向け 順調 に 進ん で いな いこ と か ら 、 見 直し や 改善 を 行う な ど 、 更 な る 重点 的 
な 施策 の 推進 が 必要 な も の 。 
































( 注 1) 県 民意 識 調査 に つい て |  ( 注 2) 政策 分 野 ご と の 実感 (分 野 別 実感 ) に つい て 
県 で は 、 県 の 施策 に 対す る 実感 な ど を 把握 する た め 、「 県 の 施 | 県 民意 識 調査 で は 、 政 策 分 野 に 関連 する 実感 を 把握 し 、 各 政策 分 野 の 政策 評価 に 活用 し て いま す 。 
策 に 関す る 県 民意 識 調査 ] を 実施 し て いま す 。 | な お 、 県 民 の 幸福 を 下支え する 共通 土台 と し て 設定 し た 「 世 社会 基盤 ]、「X 参 画 」 の 2 分 野 に つ 
調査 の 概要 は 次 の と お り で す 。 | いて は 、 関 連 す る 実感 を 把握 し て いま せん 。 
① 調 査 対象 県 内 に 居住 する 18 歳 以上 の 男女 | GE3) 参考 指標 に つい て 
②③ 対象 者 数 5.000 人 | 県 民 の 幸福 に 関連 する 統計 デー タ で ある も の の 、 毎 年 実績 値 を 把握 で き な い も の や 、 個 人 の 選択 
③ 抽 出 方 法 選挙 人 名 簿 か ら の 層 化 二 段 無 作 為 抽出 : の 自由 に 関連 する も の な ど 、 目標 値 を 設定 し て 管理 する こと に な じ ま な い 統 計 デ ー タ に つい て は 、「 参 
④ 調 査 方 法 設問 票 に よる アン ケー ト 調 査 (郵送 法 ) | 考 指標 ] と し て 位置 付け て いま す 。 
⑤ 調 査 時 期 毎年 1 一 2 月 | 参考 指標 の 動向 は 、 政 策 分 野 を 取り 巻く 社会 情勢 の 変化 等 と と も に 、 政 策 分 野 の 総合 評価 に 反 
@ 回 以 率 令 和 3 年 調査 は 71.0%(3,549 人 /5,000 人 ) | 映 さ れ ま す 。 
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政策 推進 


0 基本 方向 


「10 の 政策 分 野 」 の も と 
一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 展開 し て いき ます 。 


県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 を 実現 し て いく た 
め 、 多 様 性 の 視点 や 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 視点 を 重視 し な が ら 、 地 域 社 会 を 構成 
する あら ゆる 主体 と と も に 、「10 の 政策 分 野 ] の 取組 を 展開 し て いき ます 。 


健康 . 余 暇 分 时 


健康 寿命 が 長 
く 、 い きい き と 暮 
ら す こと が で き 、 
また 、 自 分 らし く 
自由 な 時 間 を 楽 


評価 結果 





























し むこ と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 


評価 結果 


家族 ・ 子 育て 分 時 (29> 

家族 の 形 に 応じ 
た つなが りや 支え 
合い が 育ま れ 、 ま 
た 、 安心 し て 子 育 
て を する こと が で 
きる 岩手 を 目指 し ます 。 


jane] 
































教育 分 野 
学び や 人 づく 
り に よっ て 、 将 


my | 来 (= 向 六 2 可 


























評価 結果 


居住 環境 ・ 
コミ ュ ニ ティ 分 野 4 

不便 を 感じ な い 
で 日 常 生活 を 送る 
こと が で き 、 ま た 、 ` 
人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 助け 合っ て 暮らす こ 
と が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 





















災害 を は じ め と し 
た 様々 な リス ク へ の 
備え が あり 、 事故 や 
犯罪 が 少な く 、 安全 
で 、 安心 を 実感 する 
こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 


評価 結果 




















評価 結果 


仕事 収入 

農林 水産 業 や も 
の づく り 産 業 な ど 
の 活力 ある 産業 の 
も と で 、 安定 し た 
雇用 が 確保 され 、 また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 
が 得 ら れる 仕事 に つく こと が で きる 岩手 を 目指 し ます 。 
































历史 .文化 分 5 eH 
豊か な 歴史 や 
文化 を 受け 継ぎ 、 
g 愛着 や 誇り を 育ん 
で いる 岩手 を 目指 

し ます 。 

















評価 結果 


自然 環境 分 野 646 つ 

ー 人 ひと り が 恵 
まれ た 自然 環境 を 
守り 、 自 然 の 豊か 
さと と も に 暮らす こ 
と が で きる 岩手 を 
目指 し ます 。 





























社会 基盤 分 時 645 う 
防災 対策 や 
産業 振興 な ど 
mg 幸福 人 追求 在 
支え る 社会 基 
盤 が 整っ て い 
る 岩手 を 目指 し ます 。 











SI A® AS AS AO 
対 
Hò 
3 
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評価 結果 


Si AO LID A© AO 





参画 分 野 (65 や 

男女 共同 参画 
や 若者 ・ 女 性 、 
BBA EAL IN 
者 な どの 活躍 、 
幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 幸 福 の 追求 を 支 
える 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 を 目指 し ます 。 


























































[県民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 


人 @ 指 標 

いわ て 県 民 計 画 長期 ビジ ョ ン に 掲載 し 
て いる いわ て 幸福 関連 指標 の 動向 を 中 心 
に 記載 し て いま す 。 詳しく は [いわ て 幸福 関 
連 指 標 の 達成 状況 ] を ご 覧 くだ さい 。 


人 @ 政 策 分 野 名 

10 の 政策 分 野 名 と 政 
策 分 野 の 取組 方 向 を 記 
載 し て いま す 。 


人 @ 政 策 分 野 の 総合 評価 

いわ て 幸福 関連 指標 の 状況 、 政 策 
分 野 に 係る 県 民 の 実感 、 政 策 分 野 の 
取組 状況 、 他 の 主体 の 取組 状況 に つ 
いて まとめ た 上 で 、 当 該 政策 分 野 の 
総合 評価 を A B C D の 4 段階 で 


ミ の 取組 や 成果 」 の 見 方 


る いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 
いわ て 幸福 関連 指標 の 目標 値 や 令 和 

2 年 度 の 値 な ど を 記載 し て いま す 。 

※ 囲 み 数 字 は 掲載 デー タ の 年 度 を 表し 
て いま す 。 

※ 実 績 値 や 順位 を 測定 で き な い 指 標 は 


判定 し た も の を 記載 し て いま す 。 「 一 ] と 表示 し て いま す 。 


OX 

幸福 に 関連 する 分 野 の 実感 の 動向 を 記 
載 し て いま す 。 詳 し く は [県 民意 識 調査 の 結 
果 ( 分 野 別 実感 の 状況 )] を ご 覧 くだ さい 。 


| @ い わ て 幸福 関連 指標 の 志度 ; 

政策 分 野 忆 上 DVPp 习 幸福 阅 速 指 : : 念 全国 順位 (東北 順位 ) 

: 標 の 達成 度 の 構成 比 と 指標 数 を 円 グ : ; いわ て 幸福 関連 指標 の 、 全 国 順位 ・ 東 : 

: ラフ で 表示 し て いま す 。 :: 北 順 位 を 平成 29 年 度 現 状 値 と 比較 し て i 

: ※ 構 成 比 は 、 端 数 四捨五入 の 計算 の : : : 
た め 、1009%% に な ら な い 場 合 が あ : 


県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


VI 歴史 ・ 文 化 


豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん で いる 岩手 


[ 取組 状況 ] 


EEE ===» 


4.21 4.18 横ばい 


自然 に 恵まれ て いる 
と 感じ ます か 


人 県 民意 識 調査 の 結果 
令 和 3 年 県 民意 識 調査 で 得 られ た 分 野 別 実感 の 平均 値 の 状況 を 記載 し て いま す 。 
【 分 野 別 実感 の 平均 値 の 算出 方 法 】 
各 調 査 項目 の 回 答 に つい て 、「 感 じ る 」 を 5 点 、「 や や 感じ る 」 を 4 点 、「 ど ちら と も いえ 
な い ] を 3 点 、「 あ まり 感じ な い 」 を 2 点 、「 感 じ な い 」 を 1 点 と し 、 そ れ ぞ れ の 選択 者 数 
を 乗じ た 合計 点 を 、 全 体 の 回 答 者 数 (「 わ か ら な い ]」、「 不 明 ( 無 回 答 )」 を 除く 。) で 除 
し 、 数 値 化し た も の で す 。 
【 比 較 】 
0 参考 指標 分 野 別 実感 の 平均 値 に つい て 、 基 準 年 (H31) と の 比較 に お いて 、 次 の 結果 で あっ 
いわ て 幸福 関連 指 た も の を 記載 し て いま す 。 
標 を 補完 する た め に 設 上 昇 :t 検 定 の 結果 、596 水 準 で 有意 な 変化 が 確認 で き 、 上 昇 し た 場合 
定 し た 参考 指標 の 状況 横ばい : t 検 定 の 結果 、59% 未 満 で 有意 な 変化 が 確認 で き な か っ た も の 。 
を 記載 し て いま す 。 E 下 :t 検 定 の 結果 、5% 水 準 で 有意 な 変化 が 確認 で き 、 低 下 し た 場合 


人 @ 取 組 状況 

政策 分 野 の 取組 方 向 
を 実現 する た め の 令 和 
3 年 度 の 県 の 取組 状況 
を 記載 し て いま す 。 


今後 の 取組 方 向 

政策 分 野 の 取組 方 向 
を 実現 する た め の 政策 
推進 上 の 今後 の 取組 方 
向 を 記載 し て いま す 。 





10 の 政策 分 野 に 対応 する いわ て 幸福 関連 指標 の 状況 
いわ て 幸福 関連 指標 の 指標 名 、 目 標 値 や 令 和 2 年 度 の 目標 に 対す る 達成 度 な ど を 記載 し て いま す 。 
【 目 標 達成 率 の 計算 式 】 
・ 通 常 の 指標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 上 げ る 目標 ) 
(R2 実 績 値 -H29 現 状 値 ) / (R2 目 標 値 -H29 現 状 値 ) x100 
・ マ イナ ス 指 標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 下げ る 目標 ) 









































HEERE BREME 
rr a w EE 
MEIER 状 値 を 4 z a f ; 

(R2 実 績 値 ) / (R2 目 標 値 等 ) <100 = lel Soe en 

※ な お 、 累計 指標 の うち 、 こ の 計算 式 に より 難い 場合 は 、 次 の 計算 式 に より 算出 し て いま す 。 や や 遅れ 本 | | 60% 以 上 80% 未 江 

(R2 実 績 値 ) / (R2 目 标 值 ) x100 还。 れ |D| |60% 未 満 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(1) 健康 ・ 余 暇 


健康 寿命 が 長く 、 い きい き と 暮 ら す こと が で き 、 
また 、 自 分 らし く 自 由 な 時 間 を 楽し むこ と が で きる 岩手 





「 心 身 の 健康 」 は 上 昇 、「 余 暇 の 充実 」 は 低下 し まし た 。 
[健康 寿命 」 は 男女 と も |C| 、 [余暇 時 間 」 は |D| と な り まし た 。 


























[ 取組 状況 ] 


A 


健康 的 な 食事 推進 マス ター 養成 いわ て 医学 奨学 生 セ ミナ ー2021 





シル バー リハ ビリ 体操 
指導 者 養成 講 習 会 
し っ か り 食 べ て も 内 臓 脂肪 を た め に くい 食事 の 現役 医学 奨学 生 の 有志 に よる 実行 委員 が 主体 と シル バー リハ ビリ 体操 指導 者 を 育成 し 、 地 域 に 
普及 啓発 活動 を 推進 する 人 材 を 育成 する た め の な り 、 医 学 奨学 生 と 先輩 医師 と の 交流 な ど を 目 お ける 高齢 者 等 の 通い の 場 づ くり と 住民 主体 の 
養成 講座 を 開催 し まし た 。 的 と し た セミ ナー を オン ライ ン 形 式 で 開催 し まし 介護 予防 の 実践 を 支援 し まし た 。 
た だ 。 





















































県 立 博物 館 40 周 年 特別 企画 展 
「 み る ! し る ! わ か る ! 三 陸 再 発見 」 
新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 影響 に より 来場 で 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を 講じ な が ら 、 県 立 博物 館 の 開館 40 周年 を 記念 し 、「 三 陸 」 


岩手 芸術 祭 総合 フェ ステ ィ バ ル 岩手 県 障がい 者 スポ ー ツ 大 会 
































き な い 人 も 鑑賞 で さき る よう 、 オ ン ラ イン 配信 を 取 「 岩 手 県 障がい 者 スポ ー ツ 大 会 」 を 開催 し まし を テー マ と し た 自然 や 文化 に 関す る 特別 企画 展 





























り 入 れ た 「 岩 手芸 術 祭 総合 フェ ステ ィ バ ル 」 を Tes を 開催 し 、 展 示 の 内 容 を より 深く 理解 し て も ら う 
開催 し まし た 。 た め 、 展 示 解 説 会 を 実施 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


O 官民 が 一 体 と な っ て 生活 習慣 病 の 予防 対策 に 取り 組む と と も に 、 県 内 経済 団体 等 と 連携 し 、 企 
業 に お ける 「 健 康 経営 ] を 推進 し ます 。 

O 疾病 の 早期 発見 、 早 期 治療 の た め の が ん 検診 及び 特定 健 診 の 受診 率 向 上 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 

〇 自殺 対策 推進 協議 会 を 通じ て 多様 な 関係 者 と 連携 ・ 協 力 を 図り な が ら 、 包 括 的 な 自殺 対策 プロ 
グラ ム を 推進 する ほか 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 に 伴う ここ ろ の 健康 の 悪化 を 防止 する 
取組 を 進め ます 。 

O 即 戦力 医師 の 招 了 贈 等 の 取組 を 推進 する と と も に 、 県 内 看護 学生 の 地元 就職 や 県 外 就職 者 の U・ 
1 ター ン に 係る 働き か け 等 の 取組 を 推進 し ます 。 

O 奈 暇 時 間 を 増加 させ る た め に 、「 い わ て で 働 こ う 推進 協議 会 ] が 中 心 と な り 、 関 係 機関 が 一 体 と な っ 
て | 働き 方 改革 ] を 一 層 推 進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


健康 ・ 余 暇 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





C © いわ て 幸福 関連 指標 11 指標 は 、 達 成 度 A 指 標 が 4 指標 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 (36%). 達成 度 に 、D の 指標 が 7 指標 (63%) で し た 。 


O この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 心 身 の 健康 ] DEAR 
暇 の 充実 」 が 低下 し まし た 。 


生 。 この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 介 護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 
住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 生活 で きる 環境 づく り の 取組 が 進 
み ま し た が 、 生 涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環 
境 づ くり の 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て いま す 。 


生 _ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 民 間 団 体 に お い 
て も 、 自 殺 に 関す る 相談 な どの 取組 が 行わ れ て いる な ど 、 県 
以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し まし た 。 


11 指標 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


: 計画 年 度 参 IBA ity 
现状 值 上 目標 値 IE SRE 考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 


R4) (R2) Hz9 R2 比較 


‘(a VAS) 

























































































1 ee @80.60} 80.09} 79.80] C 
健康 寿命 【 平 均 自 立 期間 】 年 - 
女性 四 ~ 
2 3396| ©84-84| @8449 84.31] C 
男性 @ r 
3 | が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 3051| 273.8) ①288.4| ①293.1 C 
疾患 で 死亡 する 人 数 〔10 | 人 -| 
4 | PASE) ee 135.7 143.5) ①15e.2| D 
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参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 










































































H29 
5 | 自殺 者 数 (10 万 人 当たり 〕 | 人 21.0) 160 180| 212| D 時 as 
地域 包括 ケア 関連 (元気 な | 。 内 
6 | 高 龄 者 庆 合 ) % 98.71 98.86 98.80 99.26 A 
地域 包括 ケア 関連 (在宅 
7 | 医療 連携 拠点 の 事業 区 | 箇所 16 27 20 20 A 
域 数 ) 
8 | 余暇 時 間 ( 一 日 当たり の 2 | 分 373 390 382 370| D 
県 内 の 公立 文化 施設 に お ゝ 
9 | ける 人 事 数 件 1.316 1.385 1.358 583| D 
10 | スポ ー ツ 実施 率 % 61.7| @65.0| 64.0| ぐ 65.3| A 
生涯 学習 に 取り 組ん で い | 。 A 
u BET % 40.2 44.2 42.2 44.0| A 

























































































※1 全国 を 100 と し た 水準 X2 休日 を 含む 1 週間 の 平均 
※3 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の うち 、 各 市 所 在 の 主 な 12 施 設 の 催事 数 



































【 参 考 指標 
AEB 単位 現状 値 (H29) R2 の 値 備考 
1 男性 @71.85 一 3 年 ご と の 公表 
命 常 chil な a 
5 健康 寿命 〔 日 常 生 活 に 制限 の な い 期 間 ]〕 年 女性 74.46 一 3 年 ご と の 公表 
3 | 喫煙 率 % 822.6 20.9 3 年 ご と の 公表 
[ 県 民意 識 調 査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
= 基準 年 [ | 績 値 [R3] rhs 
oo oe 
ここ ろ や か ら だ が 一 一 i 
健康 だ と 感じ ます か = 
。 .07 上 昇 
G 基準 年 [ | 1 HAs 
余暇 が 充実 し てい る 一 一 a 


anil 3.09 2.97 低下 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(D 家族 ・ 子 育て 


家族 の 形 に 応じ た つなが りや 支え 合い が 育ま れ 、 
また 、 安 心して 子育て を する こと が で きる 岩手 


「 家 族 関 係 ] は 横ばい 、「 子 育て 」 は 上 昇 し まし た 。 








[総実 労働 時 間 」 は |B | 、「 男 性 の 家事 時 間 割 合 」 は |C|、 
Giles 


























合計 特殊 出生 率 ] は ID| と な り 











令 和 3 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 


[ 取組 状況 ] 





県 立野 外 活動 セン ター に お ける 








健やか 親子 21 全 国 大 会 体験 活動 
「 切 れ 目 の な い 妊 産 帰 メン タル ヘル スケ ア の 推 ” 子ども た ちの 豊か な 体験 活動 の 充実 の た め 、 県 

















進 」 を テー マ に 基調 講演 及び パネ ルディ スカ ッ 
ショ ン を 実施 し まし た 。 


立野 外 活動 セン ター に お ける 季節 に 応じ た 野外 
活動 を 通し て 、 自 然 に 親しみ 、 興 味 ・ 関 心 を 高 
め る 事業 を 実施 し まし た 。 




















tmr 
TA OR pert rons 


お 祝い の こと ば 
EE 





青少年 を 非行 ・ 被 害 か ら 守 る 
県 民 大 会 
青少年 へ の 理解 を 深め 、 非 行 ・ 被 害 防止 活動 


いわ て 働き 方 改革 AWARD2021 





「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 を 全 県 的 に 推進 
する た め 、「 い わ て 働き 方 改革 AWARD2021」 
を 開催 し 、 優 良 企業 等 を 表彰 し まし た 。 














F A 





推進 する た め 、 青 少年 育成 に 取り 組む 関係 団 
ほ と 連 携 し て 県 民 大 会 を 開催 し まし た 。 





















































-~ 


いわ て 親子 フェ ステ ィ バ ル 
「 親 子 で 遊ぼ う キ ッ ズ ラボ ミニ 」 
[家庭] に お ける 対話 や ふれ あい を 深め る 機会 と 
LT, 3D プ リン ター を 使っ た 工作 や 射 的 な どの 
親子 で 楽し め る イベ ント を 開催 し まし た 。 














犬 ・ 猫 の 譲渡 会 








動物 愛護 団体 等 と 連携 し た 譲渡 会 の 開催 に よ 
り 、 飼 い 主 に 返還 され な か っ た 動物 に つい て 、 
新しい 飼主 へ の 譲渡 を 実施 し まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


O 結婚 サポ ー ト セン ター fi- サポ ] に お ける マッ チン グ 支 援 、 新 規 会 員 の 確保 に 向け た 取組 を 進め 
ます 。 

〇 市 町 村 に お ける 産後 ケア 事業 等 の 実施 や 保育 所 等 の 計画 的 な 整備 を 促進 する と と も に 、 産 科 診 
療 所 の 新規 開設 や 設備 導入 等 の 支援 、 周 産 期 救急 搬送 体制 の 強化 、 ハ イリ スク 妊産婦 の 通院 等 
へ の 支援 等 を 総合 的 に 進め ます 。 

〇 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 ・ 協 働 し た 仕組 み づ く り を 進め 、 地 域 学 校 協 働 活動 を 充実 し ます 。 

O 青少年 の 社会 参画 の 機会 を 拡大 する と と も に 、 困 難 を 抱え る 青少年 が 、 自 主 的 で 自立 し た 活動 
が で きる 環境 づく り を 推進 し ます 。 

O 働き 方 改革 の 推進 と と も に 、 テ レ ワ ー ク 等 の 様々 な 働き 方 に 係る 先進 事例 を 広く 紹介 する な ど 、 
働き や すい 職場 づく り を 推進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
家族 ・ 子 育て 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





© いわ て 幸福 関連 指標 7 指標 は 、 実績 値 が 未 確 定 等 の 1 指標 を 
= 除き 、 達 成 度 A、B の 指標 が 4 指標 (66%) 、 EREC, DO 
いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 指標 が 2 指標 (34%) で し た 。 


O この 牙 策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 家 族 関係 ] が 横ばい 、「 子 
育て ] が 上 昇 し まし た 。 


O この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 地 域 に お いて 学校 と 家庭 、 住 民 
が 協 働 し て 子ども の 育ち と 学び を 支え る 取組 が 進み まし た が 、 
健全 で 、 自 立 し た 青少年 を 育成 する 取組 に つい て は 、 遅 れ が 
見 られ て いま す 。 


O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 市 町 村 に お いて 
妊産婦 を 総合 的 に 支援 する 体制 づく り が 進め られ て いる な ど 、 
県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 




















6 計画 年 度 参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 
aan cea cae | SMH eae 9%) SSRNOEEE 

(R4) (R2) aa 
12 | 合計 特殊 出生 率 1.47 1.58 1.53 1.33| D ate rae re 
待機 児童 数 〔4 月 1 日 時 | | 24 位 | stt ` 
oS 人 178 9 49 58) B | (amy | aw | いら) 
地域 の 行事 に 参加 し て い | 。 = 2 位 ー = 

14 | る 生徒 の 割合 (中 学生 963.7 64.0 64.0 (1 位 ) 
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計画 年 度 参 sete (Set ng 
RA TE za eng SZEDTED 







































































































































































(R4) (R2) H29 
a o | 46 位 | 47 位 ` 
15 | 総実 労働 時 間 〔 年 間 〕 時 間 1.858.8 1,720.8 1,776.0 1778.4) B | GM (6 位 ) (%) 
共働き 世帯 の 男性 の 家事 | 。 = 
16 時 間 割 合 GATH)” % 34.2 40.0 38.0 36.5 G 
17 犬 98.0 99.0 98.6 100.0 A 
R, BOWE . REF % 
18 猫 93.5 96.8 95.5 100.0 A 
※ 女性 の 家事 時 間 に 対 する 割合 
【 参 考 指標 】 
調査 項目 単位 現状 値 (H29) R2O 值 備考 
4 | 待機 児童 数 [10 月 1 日 時 点 ) 人 681 127 三 
5 | 共働き 男性 の 家事 時 間 分 100 92 = 
6 | 共働き 女性 の 家事 時 間 分 292 252 = 
国 ， 男性 @26.16 ー 5 年 ご と の 公表 
に 女性 @13.07 一 5 年 ご と の 公表 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
TE 実感 平均 値 
家族 と 良い 関係 が 基準 年 [H31] 実績 値 [R3] 
と れ て いる と R 
= < d 
感じ ます か 3.84 3.09 横ばい 
実感 平均 値 
基準 年 [H31] 績 値 [R3] HE 
ee 
子育て が し や すい と ーー 


3.08 3.16 上 昇 


第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 31 


県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(i) 教育 


学び や 人 づく り に よっ て 、 将 来 に 向かっ て 可能 性 を 伸ばし 、 
自分 の 夢 を 実現 で きる 岩手 








「 子 ども の 教育 」 は 、 上 昇 し まし た 。 
「 高 卒 者 の 県 内 就職 率 ] は 、|B| と な り ま し た 。 

















[ 取組 状況 J 


9 i } 
@ os na 








リル ビッ クラ リン ピック ee 
\ 15 mee > B 
教育 の 推進 「 い わ て の 復興 教育 」 異 文 化 体験 プロ グラ ム の 実施 





オリ ン ピ ア ン ・ パ ラリ ン ピ ア ン を 講師 と し て 学校 「 い わ て の 復興 教育 」 を 学ん だ 高校 生 が 、「 地 域 県 内 在住 の 外国 人 講師 を 9 名 招き 、 中 学生 を 対 
に 派遣 し オリンピック ・ パ ラリ ン ピ ッ ク の も つ 防災 フォ ー ラ ム 」 に お いて 自分 た ち に で きる こと 、 象 と し た 外国 語 や 異 文化 の 体験 講座 を 行い まし 
値 を 学ぶ 機会 を 提供 し まし た 。 すべ きこ と な ど を 発表 し まし た 。 た 。 
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いわ て 高等 教育 地域 連携 
プラ ッ ト フ ォ ー ム の 設立 
岩手 か ら 世界 で 活躍 する トッ プア スリ ー ト を 輩出 産学 官 が 連携 し た 人 材 育成 を 進め る た め 、「 い コロ ナ 補 が 長期 化す る 中 、 大 学生 の 就活 支援 の 


スー パー キッ ズ 発 掘 ・ 育 成 事業 


オン ライ ン 企 業 説明 会 























する た め 、 ス ー パ ー キ ッ ズ に 認定 され た 児童 ・ わ て 高等 教育 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 を 設 た め 、 オ ン ラ イン に よる 企業 説明 会 を 実施 し ま 
生徒 を 対象 に 競技 体験 トレ ー ニ ング 等 を 実施 し 立 し まし た 。 er 
まし た 。 
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今後 の 取組 方 向 


O 児童 生徒 の 資質 ・ 能 力 を 育む た め の 授 業 づ くり 、 道 徳 教育 や 各 教科 等 に お ける 多様 な 体験 活 
動 、 運 動 (遊び ) や スポ ー ツ に 親しむ 習慣 を 身 に 付け る た め の 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 ・ 協 働 
し た 取組 な ど を 推進 し ます 。 

〇 学生 等 と 企業 と の 交流 を 通じ た 県 内 企業 へ の 理解 、 県 内 就職 へ の 意識 の 向上 、 県 内 で の 起業 
を 目指 す 大 学生 や 社会 人 等 を 対象 と し た 実務 教育 に よる 起業 支援 を 通じ た 雇用 の 創出 等 に 向 
けた 取組 を 推進 し ます 。 


O 国 の GIGA スク ー ル 構想 の 加速 に 伴い 整備 し た 1CT 機 器 の 効果 的 な 活用 等 に よる 授業 改善 


を 進め ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


教育 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 


B 





@⑥ いわ て 幸福 関連 指標 18 指標 は 、 実績 値 が 未 確 定 等 の 13 指 
標 を 除き 、 達 成 度 A、B の 指標 が 4 指標 (80%) 、 達成 度 D の 
指標 が 1 指標 (20%) で し た 。 


Ob TEERDE ROERE る この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 子 ども の 教育 |」 が 上 昇 し 


まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 共 に 学び 、 共 に 育つ 特別 支援 孝 
育 の 取組 や 、 児 童 生徒 が 安全 に 学ぶ こと が で きる 教育 環境 の 
整備 や 教職 員 の 資質 の 向上 の 取組 が 進み まし た が 、 高 等 教育 
機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り の 取組 に つい て は 、 遅 れ 
が 見 られ て いま す 。 


生 _ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 各 学校 に お い 
て 、 1CT 機 器 を 活用 し た 教育 活動 の 充実 が 図ら れ て いる ほか 、 
家庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機関 ・ 団 体 等 と 連携 し た キャ リア 教育 等 や 
人 材 育 成 が 行わ れる な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 
され て いま す 。 


QO 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 









































: 計画 年 度 = 参考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 
現状 値 ë gge gge FAE sme l 0 
ER (R2) oa 
H29 R2 比較 
io 小 ⑳80.9 84.9 82.9 = 
学ば ぽう と する 児童 生徒 の | % 
Pa 
hee ch 077.2 81.2 79.2 ー| 
oo 小 ⑳80.7 84.7 82.7 = 
め た り 広げ た り し て いる | % 
IBBAED FS 
22 | た 半生 徒 の 割合 中 ⑳80.0 84.0 82.0 
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現状 値 cf 年度 sae 参考 ) 全国 順位 (東北 順位 ) 









































































































































































































































目标 值 目标 值 達成 度 
(H29) (R2) 
(R4) (R2) H29 R2 比較 
23 小 @66 70 68 69 A 
人 が 困っ て いる と き は 、 ie 
24 | 進ん で 助け よう と 思う 児 | % 中 @⑩64 68 66 68| A 
童 生徒 の 割合 
25 高 @57 61 59 
26 小 ⑳82.3 85.0 83.5 = 
自己 斉 定 感 を 持つ 児童 生 | y 
徒 の 割合 
27 中 ⑳76.9 80.0 78.0 = 
小 男子 14 位 ー 
28 Soy 75.0 74.0 S con z 
小 女子 9 位 
29 83.0 83.0 ー E x — 
体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以 y 82.9 (2 位 ) 
上 の 児童 生徒 の 割合 á z 
中 男子 7 7 位 = 
W 777 78.0 pan = (14) 
中 女子 = 8 位 ー 
31 bee 91.5 91.5 ー 人 
特別 支援 学校 が 適切 な 指 
32 | 導 ・ 支 援 を 行っ て いる と | % ー 68.0 64.0 60.8| B 
感じ る 保護 者 の 割合 
een - 5 | 39 位 | ー 
高卒 者 の 県 内 就職 率 % 65.8 84.5 84.5 714 B (5 位 
34 小 ⑳86.5 88.0 87.0 
将来 の 夢 や 目標 を 持っ て | y 
いる 児童 生徒 の 割合 
35 中 ⑳73.2 76.0 74.5 
36 | RAATSERSORA | % 45.3 51.5 495| 453; D | am | 2m | (*) 
就職 率 
【 参 考 指標 
調査 項目 单位 现状 值 (H29) R2 の 値 備考 
9 小 国語 42 = — 
10 小 算数 050 一 一 
学力 が 準 未満 の 児童 生徒 の 割合 % 
| 学力 が 全国 水準 未満 の 児 間 生 徒 の 割合 6 一 一 
12 中 数学 G54 = = 
13 小 3.4 小 6.2 = 
14 ASRS EM (FASE) A ch 25.9 中 33.5 = 
15 高 13.1 高 12.9 一 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
調査 項目 実感 平均 値 
子ども の た め に な る 基準 年 [H31] 実績 値 [R3] 
教育 が 行わ れ て 


いる と 感じ ます か 3.10 3.20 上 昇 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(IV 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


不便 を 感じ な いで 日 常 生 活 を 送る こと が で き 、 e 
また 、 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 n 
助け 合っ て 暮らす こと が で きる 岩手 






「 住 まい の 快適 さ ] は 横ばい 、「 地 域 社会 と の つなが り 」 は 低下 し まし た 。 











「 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 ] は |C|、「 地 緑 的 な 活動 へ の 参加 割合 ] は |D| と な り ま し た 。 

















[ 取組 状況 J 







































































- ドニ ーー ak i 

POA cuca 路線 バス に お ける 移住 ポー タル サイ ト 

県 営 住宅 活用 促進 モデ ル 事 業 aa a ae as 

交通 系 IC カ ー ド 導入 支援 「 イ ー ハ トー 部 に 入ろう !」 
若者 向け に 、 自 治 会 や 町 内 会 活動 へ の 参加 な ど 路線 バス 事業 者 に お ける 交通 系 IC カー ド の 導 住ま い ・ 子 育て ・ 医 療 に 関す る 情報 、 先 輩 移住 
を 条件 と し て 、Wi-Fi 環境 を 整備 し た 県 営 住宅 入 に 要する 経費 に 対し て 補助 を 行い まし た 。 者 や 各市 町 村 の 移住 コー ディ ネー ター の 紹介 等 
を 提供 し まし た 。 を 通じ て 、 い わ て で 暮らす イメ ー ジ を 具体 的 に 

発信 し て いま す 。 





PH - Reet 








3 28 市 町 村 を 284 人 の 聖火 ラン ナー が 駆け 
ナ 令 和 3 年 3 月 の 聖火 巡回 展示 と 合わ せ て 、 
全市 町 村 に 聖火 が 灯り まし た 。 


岩手 県 と 遼寧 省 問 の 友好 交流 と 協力 の 強化 ・ 発 復興 支援 や 文化 交流 で 培っ た 絆 を 生か し て 、 著 
展 の た め 、 友 好 交 流 協力 協定 を オン ライ ン で 締 名 な 音楽 家 等 に よる 演奏 会 を 開催 し まし た 。 
結 し まし た 。 





























io St fa 











第 3 部 「 希 望郷 いわ て 」 の 今 35 


今後 の 取組 方 向 


O 地域 公共 交通 の 維持 ・ 確 保 に 向け 、 三 陸 鉄 道 な どの 広域 的 な 幹線 路線 へ の 支援 や 効率 的 で 持続 
可能 な 地域 公共 交通 体系 の 構築 、 市 町 村 に お ける 主体 的 な 公共 交通 施策 の 支援 を 進め ます 。 

〇 持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り に 向け 、 市 町 村 と の 連携 を 強化 し な が ら 、 先 駆 的 な 活動 に 取 
り 組む 地域 コミ ュ ニ ティ 団体 の 認定 や 活動 事例 の 情報 発信 、 地 域 お こし 協力 隊 の 活動 支援 等 を 
進め ます 。 

O 移住 希望 者 の 関心 を 喚起 する 情報 発信 や 県 内 企業 と の マッ チン グ の 強化 に よる 岩手 ファ ン の 拡大 
EU | ターン の 促進 を 図る と と も に 、 移 住 定住 推進 体制 の 強化 に より 、 安 心して 移住 し 活躍 で 
きる 環境 の 整備 を 進め ます 。 

O 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 も 把握 し な が ら 、 文化 芸術 や スポ ー ツ を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 
な 交流 を 推進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


評価 の 説明 





⑥ いわ て 幸福 関連 指標 7 指標 は 、 達 成 度 B の 指標 が 2 指標 
(29%). 達成 度 に て 、D の 指標 が 5 指標 (72%) で し た 。 


生 。 この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 住 まい の 快適 さ ] DE 
ば い 、「 地 域 社会 と の つなが り ]| が 低下 し まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 快 適 で 豊か な 暮らし を 支え る 生 
活 環境 づく り が 進み まし た が 、 つ な が りや 活力 を 感じ られ る 
地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 育て る 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ 
て いま す 。 

生 _ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 市 町 村 に お いて 、 
地域 お こし 協力 隊 等 に よる 、 地 域内 の 自発 的 な 活性 化 や 担い 
手 の 育成 支援 に 向け た 取組 が 行わ れる な ど 県 以外 の 主体 に お 
いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


計画 年 度 


現状 値 実績 値 参考 ) 全 国 順 位 ( 東 北 順 位 ) 
G BRE BBG Tor SERRE 





SPESE. H29 R2 
































By eee A 1,091 1,757 1,452 1,318] C 
: = 35 位 35 位 し 2 
BS ak < 

38 | 汚水 処理 人 口 普及 率 % 80.8 86.5 83.9 83.6| B Stir) (54) (ゆう 
三 セ ク 鉄 道 ・ パ ス の 一 人 っ 

39 | 立た り 年 間 利 用 回 数 回 17.5 17.5 17.5 10.5) C 
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計画 


年 度 



























































































































































: 5 参考 ) 全 国 顺 位 IBZ 
ae 目標 人 目標 値 ae 達成 度 考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 ) 
iS) (R2) H29 R2 
40 A See % 36.9 43.0 40.0 301) D 
在留 外国 人 数 (10 万 人 当 o | 45 位 | 45 位 => 
- o 人 527.0| 7486 65e5| 637.2 (amy | wm | (は) 
文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入 i 
42 | 場 者 数 (文化 施設 入場 者 | FA 168 ③176 9O172| O161| D 
数 ) 
文化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入 PA 
43 | 場 者 数 (スポ ー ツ 施設 入 | 万 人 805 806 806 552| C 
場 者 数 ) “< p 
※1 岩手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 で 行う 自主 催事 入場 者 数 
※2 県 及び 県 内 市 町 村 の 公立 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 施 設 入場 者 数 
【参考 指标 】 
調査 項目 单位 現状 値 (H29) R2 の 値 備考 
16 | 三 セ ク 鉄道 ・ バ パス の 年 間 利 用 者 数 万 人 2,195 1,269 一 
17 | 持ち 家 比 率 % 68.9 一 5 年 ご と の 公表 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
oe 基準 年 IH31] 績 値 [R3] as 
-ih 実績 値 [R3 
住ま い に 快 適さ を = e 
BS 3.94 dol 
d 
: ; 横ばい 
調査 項目 実感 平均 値 
地域 社会 と の 基準 年 [H31] 実績 値 [R3] 
つなが り を 
感じ ます か 3.99 3.09 低下 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(V) 安全 


災害 を は じ め と し た 様々 な リス ク へ の 備え が あり 、 


事故 や 犯罪 が 少な く 、 


安全 で 、 安 心 を 実感 する こと が で きる 岩手 


Er 「 地 域 の 安全 」 は 、 低 下 し まし た 。 
「 刑 法 犯 認知 件 数 」、「 交 通 事 故 発生 件 数 」 は [Al、「 自 主 防災 


ま ies 


























組織 の 組織 率 ] は |B| と な り 








[ 取組 状況 ] 





自主 防災 組織 活性 化 モ デル 事業 


自主 防災 組織 の 活性 化 に 向け 、 モ デル 地区 を 選 
定 し 、 地 区 で 実施 し た 避難 訓練 の 振り 返り を 行 
いま し た 。 











安全 モデ ル 横 断 歩道 に お ける 
交通 安全 活動 





消費 生活 出前 講座 若者 編 





通学 路 等 に 設置 し て いる 98 箇所 の 横断 歩道 を 
「 安 全 モ デル 横断 歩道 ] に 指定 し 、 登 下校 時 の 
子ども の 見 守り 活動 等 を 推進 し まし た 。 























いわ て 飲食 店 安心 認証 制度 














安心 し て 飲食 で きる 環境 を 提供 する た め 、 事 業 
者 が 実施 する 感染 対策 に つい て 県 が 認証 する い 
わ て 飲食 店 安心 認証 制度 を 設け 実施 し まし た 。 
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第 16 回 食 育 推進 全国 大 会 in いわ て 


食 に 関す る 知識 と 食 を 選択 する 力 を 習得 し 、 健 
全 な 食 生 活 を 実現 する た め の イ ベン ト を オン ライ 
ン で 開催 し まし た 。 








成年 年 齢 引き 下げ に 対応 し 、 学 校 等 に お いて 、 
若者 の 消費 者 トラ ブル 事例 や 被害 に 遭わ な いた 
め の 注 意 点 な ど 消 費 生活 に 関す る 出前 講座 を 実 
施し まし た 。 














ICAT 


感染 制御 研修 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の まん 延 防止 の た め 、 

















いわ て 感染 制御 支援 チー ム (ICAT) に よる 感 
染 症 に 関す る 基礎 知識 や 感染 防護 具 の 着脱 方 法 
等 に 関す る 研修 が 行わ れ ま し た 。 








今後 の 取組 方 向 


O 県 民 の 防犯 意識 の 高揚 を は じ め 、 犯 罪 の 発生 状況 に 応じ た 防犯 対策 の 推進 や 関係 機関 ・ 防 犯 ボ 
ラン ティ ア 団 体 と 連携 し た 防犯 活動 な ど を 進め ます 。 

O 自然 災害 へ の リス ク に 備え る た め の 防 災 体 制 の 整備 を 進め る 必要 が ある こと か ら 、 更 な る 自主 防 
災 組 織 の 組織 化 や 活性 化 の 中 核 を 担う 人 材 の 育成 を 推進 し ます 。 

O 岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 の も と 、 引 き 続き 関係 機関 と 連携 し た 感染 症 の 発生 
や まん 延 を 防止 する 対策 を 推進 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


安全 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





@⑥ いわ て 幸福 関連 指標 4 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 4 指標 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 (100%) で し た 。 
O この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 地 域 の 安全 」 が 低下 し 
まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 自 助 、 共 助 、 公 助 に よる 防災 体 
制 づ くり や 感染 症 に よる 脅威 か ら 一 人 ひと り の 暮らし を 守る 取 
組 が 進み まし た 。 

O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 市 町 村 に お いて 
防災 士 資格 の 取得 を 促し 、 自 主 防災 組織 の 中 核 を 担う 人 材 の 
育成 に 取り 組む な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され 
て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


計画 FE 参 本 
RE SEO FE O 実績 値 syg 参考) 全国 順位 (東北 順位) 









































Ra | (R2) 9 n2 

PIER EE o 
44| 自主 防災 組織 の 組織 率 % 86.9 90.0 88.7 88.5 B (2 位 ) a — 
刑法 犯 認知 件 数 (FAY a | 2 位 | 1 位 っ 
45 | た 件 2.76 2.40 2.56 2.08} A cin | at (x) 
交通 事故 発生 件 数 (EA | 2 位 | 4 位 ` 
46 | ぶた り ) 件 1.58 1.20 1.37 1.35) A Gay | at lon) 
食中毒 の 発生 人 数 (10 30 位 | 6 位 a 
47 | BASEN) bs cs S 23| A ci | 0 向 | (a) 
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[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実 感 の 状況 ) J 


aie 実感 平均 値 
お 住ま い の 実績 値 [R3] 
地域 は 安全 だ と 


感じ ます か 3.82 3.16 低下 


yey 
岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 図 


















































いわ て 県 民 計画 に お いて は 、 県 民 や 岩手 県 に 関わ る 人 々 の 幸福 を 守り 育て る た め 、10 の 政 
策 分 野 を 設定 する と と も に 、 そ れ ぞ れ に 「 い わ て 幸福 関連 指標 」 を 設定 し て 取組 を 展開 する こ 
と と し て いま す 。 

この 10 の 政策 分 野 や いわ て 幸福 関連 指標 の 設定 に 当たっ て は 、 県 民 の | 幸福 」 に つい て 的 
確 に 把握 する 方 法 を 研究 する た め に 設置 し た 「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 研究 会 ] に お いて 示さ 
れ た 「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 の 体系 ] を も と に 検討 が 進め られ まし た 。 


協調 的 幸福 惑 


【参考 指标 名 ] 
身近 な 人 の 幸福 

安定 し た 日 々 

Atat 等 Homi 








【 参 照 】「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 研究 会 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(VI 仕事 ・ 


農林 水産 業 や も の づく り 産 業 な どの 
活力 ある 産業 の も と で 、 安 定 し た 雇用 が 確保 され 、 


収入 





また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れる 仕事 に つく こと が で きる 岩手 


「 仕 事 の や り が い 」 は 横ばい 、「 必 要 な 収入 や 所 得 ] は 上 昇 し まし た 。 


「 一 人 当たり 県 民 所 得 ]、「 総 実 労働 時 間 【 再 掲 】]、「 高 卒 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 ]] は | B |、 





「 正 社員 の 有効 求人 倍率 ] は ID| と な り ま し た 。 





























「 い わ て ダ ・ ヴ ィ ン チ 2022」 の 発行 


高校 生 を は じ め と し た 若者 等 に 、 県 内 就職 や り ・ 
1 ターン 等 の 意識 を 高め て も ら うた め 、 岩 手 で 
働き ・ 暮 ら す 魅 力 な ど を 紹介 する 就職 情報 誌 を 
発行 し まし た 。 








サケ の 回 帰 率 の 向上 














春先 の 海水 温 の 上 昇 な ど 近 年 の 海洋 環境 の 変化 
に 対応 する た め 、 大 型 で 遊泳 力 の 高い 稚魚 の 生 
産 技術 の 開発 な ど を 進め て いま す 。 





[ 取組 状況 ] 






<=. ' の ん ご Ann * 

as * 

中 国 の イン ター ネッ ト 通 販 サ イト 

で の 県 産品 販売 

ジェ トロ と 連携 し 、 中 国 の イン ター ネッ ト 通 販 サ 

イト に お いて 、2018 年 の ミス ・ イ ンタ ー ナ ショ 

ナル 中 国 代 表 を 起用 し て ライ ブ コ マー ス に よる 県 
産品 販売 を 行い まし た 。 
























































グラ ンプ リ 2021 
県 内 の 6 次 産業 化 や 農 商 工 連 携 を 推進 する た 




















SC で まで aha A 


seats 3 





「 東 北 デ ステ ィ ネ ーション 
キャ ン ペ ー ン 」 の 開催 


東北 ビス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン の 開催 を 通 
じ 、 コ ロナ 初 に お ける 誘客 拡大 を 進め まし た 。 








県 産 木 材 の 利用 促進 


県 有 施 設 に お ける 率先 的 な 利用 や 、 住 宅 へ の 使 





























め 、 県 産 農林 水産 物 を 活用 し た 加工 食品 の コン 
クー ル を 開催 し まし た 。 
































用 に 対す る 支援 な ど 、 県 産 木 材 の 積極 的 な 利用 
を 進め て いま す 。 
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今後 の 取組 方 向 


O 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 で 売上 げ が 減少 し た 中 小 企業 者 の 事業 継続 に 向け て 、 資 金 繰 
り の 支援 等 を 進め ます 。 

〇 観光 産業 の 回 復 と 交流 人 口 の 拡大 に 向け 、 新 た な 生活 様式 に 沿っ た 旅行 スタ イル へ の 対応 や 多 
様 な ニー ズ に 応じ た 旅行 商品 造成 の 促進 、 農 山 漁村 地域 に お ける 交流 活動 を コー ディ ネー ト す る 
組織 の 活動 の 支援 等 を 進め ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
仕事 ・ 収 入 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 





B © いわ て 幸福 関連 指標 14 指標 は 、 達 成 度 へ 、B の 指標 が 8 指 
標 (57%)、 達 成 度 D の 指標 が 6 指標 (43%) で し た 。 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 © この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 仕 事 の や り が い ]| が 横 


ば い 、「 必 要 な 収入 や 所 得 ] が 上 昇 し まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 地 域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を も 
た ら す も の づく り 産 業 の 振興 や 、 収 益 力 の 高い [食料 ・ 木 材 供 
給 基地 ] を つく る 取組 が 進み まし た が 、 地 域 経済 を 支え る 中 
小 企業 の 振興 や 、 地 域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 観光 産業 を 盛 
ん に する 取組 に つい て は 遅れ が み ら れ て いま す 。 

O この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、「 い わ て で 働 こう 
推進 協議 会 | に お いて 、 各 構成 団体 が 、 そ れ ぞ れ 県 内 就職 等 
を 支援 する な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て い 
ます 。 


②③ 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 


14 指標 

















[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 























: 計画 年 度 参考 ) 全 国 順 位 (東北 順 位 
RRE ë gee gee FCE SmE eiat 
22 E | Gap A 
H29 R2 比較 
48 T RRMRO) % @88.7| @90.0) W900 @88.8| B 
TE : | 35 位 | 39 位 ` 
49 | 正社員 の 有効 求人 倍率 倍 0.84 1.03 0.96 0.73| D | Gt 60 (a) 
総実 労働 時 間 年間) =o | 46 位 | 47 位 ` 
50 [再掲 時 間 1,858.8 1,720.8 1,776.0 1,778.4 | B (5 位 ) (6 位 ) (*) 
a : 。 | 13 位 | 24 位 ` 
51 | 完全 失業 率 % 2.1 1.6 1.8 ae D | (2 位 ) (2 位 ) (=>) 
高卒 者 の 県 内 就職 率 。 39 位 加 ー 
52 | [再 揭 ] % 65.8 84.5 84.5 714) B Sfin) 
従業 者 一 人 当たり の 付加 omn | 38 位 | 42 位 や | «8 
53 価値 額 FA 685,983 @6,164 6,043 CAREI D (4 位 ) (6 位 ) (*) 
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参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 













































































































































































H29 R2 
了 、 | 44 位 | 43 位 a 

54 | 開業 率 % @3.2 @3.5 03.3 ©2.9 D | t (att) (A) 

従業 者 一 人 当たり の 製造 人 | 38 位 | 35 位 っ 
55 | SHA BAA} @278) ③29.2| 0287| 0300| A | ae | cate (>) 
56 | 観光 消費 額 億 円 | 1816.4| 2,028.1] 1.943.4| 1.142.3| D | (5 位 ) = 

農業 経営 体 一 経営 体 当 た 
57 | DORSEL FA | @⑱3.990| ③4510| @4,290| ①4.999| A 

林業 就業 者 一 人 当たり の | 
58 | EEE FA | @ 四 4450| ③4.560| ①4.510| ①5.070| A 

漁業 経営 体 一 経営 体 当 た 
59 | り の 海面 漁業 ・ 養 殖 業 産 | FH | ⑳4.340| ③4.540| ①4.460| 4580) A 

出 额 
60 | 農林 水産 物 の 輸出 額 億 円 28.2 36.0 32.7 36.0| A 
二 人 加 | asel 1216 1192) 1,048) D 

流 人 口 
X1 全国 を 100 と し た 標準 X2 雇用 保険 が 新規 に 成立 し た 事業 所 の 比率 
※3 統計 デー タ が 非 公 表 で ある 、 奈 良 県 、 高 知 県 を 除い た 全国 順位 













































































【 参 考 指標 】 
现状 值 (H29) R2 の 値 
18 | 非 正規 職員 ・ 従 業 員 率 % 35.7 一 5 年 ご と の 公表 
19 | 雇用 者 一 人 当たり 雇用 者 報酬 FA @4,037 604,140 E 
20 | 現金 給与 総額 [ 5 人 以上 、 毎 月 円 277,009 278,867 ー 
21 | 農業 産出 額 億 円 ®2,609 ①2.676 = 
22 | 林業 産出 額 FAA 2,015 1,925 ー 
23 | 漁業 産出 額 FAA 3,605 3,461 = 
24 | 製造 品 出荷 額 億 円 ⑳23,717 26,262 = 
25 | も の づく り 関 連 分 野 の 製造 出荷 額 Bm ®15,964 17,783 
26 | 食料 品 製造 出荷 額 億 円 ®3,660 ①3.902 = 
27 | 水産 加工 品 製 造 出荷 客 億 円 ®729 ①720 一 
28 | 事业 所 新 设 率 % @~®16.7 @~O13.0 ー 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
実感 平均 値 

基準 年 [H31] 績 値 [R3] E 

SEN 実績 値 [R3 
仕事 に や り が い を = e 

di 3.94 3.49 À 
5 d 
: 0 横ばい 
ae 実感 平均 値 
必要 な 収入 や 基準 年 [H31] 実績 値 [R3] 
所 得 が 得 ら れ て 


いる と 感じ ます か 2.65 2.77 上 昇 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


An 歴史 ・ 文 化 


豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん で いる 岩手 


[歴史 ・ 文 化 へ の 誇り ]」 は 、 低 下 し まし た 。 


「 国 ・ 県 指定 文化 財 件 数 」 は | B 、「 世 界 遺 産 等 の 来訪 者 数 」 は 


























D| と な り ま し た 。 











[ 取組 状況 | 


「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 の 


御所 野 遺跡 を 含む 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺 


世界 遺産 登録 








跡 群 」 が 世界 遺産 に 登録 され まし た 。 





教員 現地 研修 会 








世界 遺 』 


EO 














値 や 郷土 の 歴史 ・ 文 化 等 に つい て 、 





児童 生徒 の 
た 研修 会 








時 解 に 資す る よう 、 教員 を 対象 と し 








を 開 


催し まし た 。 





県 立 平泉 世界 遺産 
ガイ ダン ス セ ンタ ー 





「 平 泉 の 文化 遺産 」 








の 価値 を 広く 世界 














人 類 共 通 の 財産 と 





し て 後世 へ 継承 する 














点 と な る 施設 が 開館 し まし た 。 


FOS a の で XN 
RR ah eR 


岩手 県 民俗 


芸能 フェ ステ ディ 


に 伝え 、 
た め の 拠 


バル 


本 県 の 伝統 文化 を 生か し た 交流 や 民俗 芸能 の 
魅力 を 発信 する た め 、 オン ライ ン 配 信 を 取り 入れ 





「 岩 手 県 民俗 芸能 フェ ステ ィ バ ル 」 を 開催 し ま 


bis 


今後 の 取組 方 向 




















世界 遺産 出前 授業 
県 内 の 児童 生徒 の 世界 遺産 に 対す る 理解 を 深め 
る た め 、 世 界 中 産出 前 授業 を 開催 し まし た 。 





























文化 財 保存 活用 地域 計画 協議 会 


文化 財 の 
設置 し 、 











保存 、 活 用 の た め 、 市 町 村 が 協議 会 を 
県 も 委員 と し て 参加 し て 「 文 化 財 保 存 




















活用 地域 








計画 ] の 策定 を 支援 し まし た 。 


O 「 岩 手 県 立 平泉 世界 遺産 ガイ ダン ス セ ンタ ー]」 を 拠点 に 、 平 泉 の 価値 を 広く 伝え 、「 平 泉 の 文化 遺産 」 
等 の 周遊 へ 活用 する ほか 、 県 内 の 3 つの 世界 遺産 の 連携 を 進め 、 こ れ ら の 世界 遺産 全体 の 誘客 
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に つなげ る た め の 情 報 発信 や 、 関 連 文化 遺産 ネッ トワ ー ク に よる 交流 事業 を 進め ます 。 

O 国 、 県 指定 文化 財 の 基礎 調査 な ど に 要する 時 間 を 短縮 し 、 円 滑 な 指定 を 図る た め の 取 組 を 推進 
し ます 。 

O 民俗 芸能 活動 に 取り 組む 県 内 外 の 若者 同士 の 交流 に 加え 、「 い わ て の 文化 情報 大 事典 ] ホー ムペ ー 
ジ に よる オン ライ ン 配 信 等 を 通じ て 、 本 県 の 多様 な 民俗 芸能 な ど 伝 統 文化 を 生か し た 交流 を 推進 
し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 








5 4E 9 t E ボ 已 4E 9 で = 
いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 指標 (66%) 、 達成 度 D の 指標 が 1 指標 (33%) で し た 。 





歴史 ・ 文 化 分 野 の 評価 結果 評価 の 説明 


C 短い わ て 幸福 関連 指標 3 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 2 


© この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 歴 史 ・ 文 化 へ の 誇り ] 
が 低下 し まし た 。 


© この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 世 界 遺 産 の 保存 と 活用 や 、 
伝統 文化 が 受け 継が れる 環境 を つく り 交 流 を 広げ る 取組 が 進 
み ま し た 。 


⑥ この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、「 平 泉 の 文 
LEE] の 世界 遺産 拡張 登録 に 向け て 、 関 係 市 町 に お いて 遺 
跡 の 調査 等 が 進め られ て いま す 。 


QO 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、C と 判断 し まし た 。 











[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 










































































: 計画 FE = 参 lati 顺 位 
ae 目標 人 目標 人 か 達成 度 考 ) 全 国 順 位 (東北 順位 ) 
(Ra) ie) H29 R2 
62| 世界 遺産 等 の 来訪 者 数 FA 927 950 927 444 D | 
| o | 31 位 | 31 位 = 
63 | 国 、 県 指定 文化 財 件 数 件 565 581 573 572| B (34) GM (>) 
民俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加 
64 | 盟 团体 数 团体 396 396 396 404| A 
[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実感 の 状況 ) ] 
調査 項目 実感 平均 値 
地域 の 歴史 や 基準 年 [H31] 実績 値 [R3] 
文化 に 誇り を 


感じ ます か 3.28 3.18 低下 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


Vil) 自 


AQ 


然 环 境 


一 人 ひと り が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 
自然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が で きる 岩手 


「 自 然 の 豊か さ 」 は 横ばい で 、 依 然 と し て 高い 水準 に あり ます 。 














「 ハ ヤ チ ネ ウ ス ユキ ソウ 個体 数 」、「 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 」 は |A|、「 イ ヌ ワ 
シ つ が い 数 」、「 自 然 公園 の 利用 者 数 ] は | B| と な り ま し た 。 

















令 和 3 年 度 の 取組 と 今後 の 取組 方 向 
[ 取組 状況 J 





イノ シシ 捕獲 技術 研修 会 


生息 域 の 拡大 に 伴い 農業 被害 が 増加 し て いる イ 
ノシ シ の 捕獲 の 強化 の た め 、 捕 獲 技術 研修 会 
実施 し まし た 。 

















三陸 ジオ パー ク を 活用 し た 
野外 授業 

持続 可能 な 開発 の た め の 教 育 (ESD) の 一 環 と 

し て 、 中 学校 の 理科 授業 に お いて 三陸 ジオ パー 

ク の 地質 等 を 観察 する 野外 授業 を 開催 し まし 

た 。 
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十和田 八幡 平 国立 公園 の 
受入 環境 整備 

然 公 園 利用 者 の 安全 確保 や 利便 性 の 向上 を 図 

る た め 、 岩 手 山 平 笠 不 動 避 難 小屋 の 屋根 や トイ 

レ な ど を 再 整備 し まし た 。 




































































岩手 県 3R 推 進 キ ャ ラク ター 
「 エ コロ ル 」 に よる 保育 園 訪問 
「 ご は ん を お いし く 、 残 さ ず 食べ よう 」 な ど 、3 R 
推進 や 食品 ロス 削減 に つなが る 呼び か け を 行い 
まし た 。 











森林 づく り 基 人 金 を 活用 し た 取組 


いわ て の 森林 づく り 県 民 税 を 活用 し 、 手 入れ が 
行き 届い て いな い 森 林 の 整備 を 行い まし た 。 





























事業 者 向け 省エネ ルギー 
対策 推進 事業 
県 内 の 中 小 事 業者 等 を 対象 に 、 省 エネ ルギー 効 
果 の 高い 設備 の 導入 に 対す る 補助 を 実施 し まし 
Ta 








今後 の 取組 方 向 


O 県 民 、 事 業者 、 行 政 等 の 各 主体 に よる 3 R の 取組 を 促進 する た め 、 ご み の 分 別 ・ 持 ち 帰り 、 使 い 
捨て プラ スチ ッ ク の 発生 抑制 、 食 品 ロ ス の 削減 な どの 「 い わ て 三ツ星 eco マナ ー ア クシ ョ ン ] の 
普及 啓発 を 進め ます 。 


O 「 第 2 次 岩手 県 地球 温暖 化 対策 実行 計画 ] に 基づき 、 


省エネ ルギー 対策 の 一 層 の 推進 や 、 本 県 


の 高い ポテ ン シ ャ ル を 生か し た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 な ど に より 、 温 室 効果 ガス 排出 削 
減 対 策 を 総合 的 に 推進 し ます 。 


自然 環境 分 野 の 評価 結果 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


評価 の 説明 








B 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 








短い わ て 幸福 関連 指標 7 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 5 
指標 (72%) 、 達 成 度 D の 指標 が 2 指標 (29%) で し た 。 


© この 政策 分 野 に 係る 県 民 の 実感 は 、「 自 然 の 豊か さ ]」 が 
横ばい で 、 依 然 と し て 高い 水準 に あり ます 。 


O この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 多 様 で 優れ た 環境 を 守り 次 
世代 に 引き 継ぐ た め の 取 組 や 、 地 球 温暖 化 防 止 に 向け 低 
炭素 社会 の 形成 を 進め る 取組 が 進み まし た が 、 循 環 型 地 
域 社会 の 形成 に 関す る 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て 
いま す 。 


生 。 この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 13 市 町 村 が 
[2050 年 二酸化 炭素 排出 量 実質 ゼロ ] を 表明 し 、 再 生 
可能 エネ ルギー の 導入 促進 な ど に 積極 的 に 取り 組む な ど 、 
県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し まし た 。 








[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 
















































































計画 年 度 参考 ) 全国 順位 (東北 順位 
現状 値 gee gee FAE sme Ere oe ite 
eae) || R4y) | Raye |e a 
H29 R2 比較 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動 
65 | 植物 の 個体 ・ つ が い 数 ペア 29 29 29 26| B 
(イヌ ワシ つが い 数 ) 
岩手 の 代表 的 希少 野生 動 ae 
66 | 植物 の 個体 ・ つ が い 数 株 667 667 667 971 A 
(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) | 
| 
67 | 自然 公園 の 利用 者 数 * FA 466 470 470 427| B 
公共 用 水域 の BOD (生物 
68 | 化学 的 酸素 要求 量 ) 等 環 | % 99.1 99.1 99.1 96.5) B 
境 基 準 達成 率 
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山 
U 
O 
tl 
oD 
ご | 


再生 可能 エネ ルギー に よ 
る 電力 自給 率 





69 % 28.0 37.0 35.0 41.7 





16 位 19 位 ` 


70| 一 般 廃棄 物 の 最終 処分 量 Ft @40.6 @35.8 37.6 41.3 (2 位 ) (3 位 ) ( * ) 























ー 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み 
71 | (資源 に な る も の を 除く ) | g ⑳501| S465 483) 512 me | | A 
排出 量 (1 位 ) (1 位 ) (=) 























※ 自然 公園 ビジ ター セン ター 等 利用 者 数 


【 参 考 指標 】 


現状 値 (H29) R2 の 値 





29 | 森林 面積 割合 % @74.9 074.6 5 年 ご と の 公表 





[ 県 民意 識 調査 の 結果 (分 野 別 実 感 の 状況 ) ] 


RAPHE 
調査 項目 
自然 に 恵まれ て いる 基準 年 [H31] 実績 値 [R3] 


CC の | 4.21 4.18 Rv 


48 いわ て 幸福 白書 2022 


県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


(IX 社会 基盤 


防災 対策 や 産業 振興 な ど 幸 福 の 追求 を 
支え る 社会 基盤 が 整っ て いる 岩手 








「 河 川 整備 率 ]、「 緊 急 輸送 道路 の 整備 延長 ] は 、 と も に |A| と な り ま し た 。 














[ 取組 状況 ] 


















































いわ て DX 推進 連携 会 議 築 川 ダ ム クル ー ズ 船 の 寄港 
オー ル 岩 手 で DX (デジ タル トラ ンス フォ ー メ ー 令 和 3 年 6 月 に 完成 し 、 洪 水 被害 の 軽減 や 水道 令 和 2 年 度 に お いて コロ ナ 補 で 相次い で 中 止 と 
ショ ン ) を 推進 する た め に 産学 官 金 の 連携 組織 用 水 の 確保 の ほか 、 水 力 発電 所 と し て も 活用 し な っ て いた クル ー ズ 船 の 本 県 へ の 寄港 は 、 安 心 ・ 安 
を 設置 し まし た 。 て いま す 。 全 な 受入 態勢 を 確保 し た 上 で 、 令 和 3 年 4 月 に 再 














開 され 、 同 年 12 月 まで に 3 回 の 寄港 が あり まし た 。 
























































農業 生産 基盤 の 整備 住民 協 働 の 維持 管理 建設 業 経営 基盤 強化 (ICT 関 係 ) 
東日本 大 岩 災 津波 に より 被災 し た 宇部 川 地 区 で 住民 と の 協 働 に より 、 河 川 や 海岸 の 清掃 等 の 維 建設 現場 へ 情報 通信 技術 (ICT) 活用 の 普及 推 
は 復旧 と 併せ 行う ほ場 整備 工事 が 完了 し 、 米 の 持 管理 に 取り 組ん で いま す 。 進 を 図る た め 、 基礎 技術 研修 会 を 開催 し まし た 。 
作付 が 行わ れ て いま す 。 
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今後 の 取組 方 向 


〇 県 民 へ の 科学 ・ 情 報 技術 の 普及 啓発 、 産 学 官 金 の 連携 に よる 県 全体 で の DX (デジ タル トラ ンス 
フォ ー メ ーション ) を 推進 し ます 。 

〇 モバ イル 端末 (スマ ー ト フォ ン ) の 利用 環境 の 向上 に 向け 、 通 信 事 業者 や 市 町 村 と 連携 し た 情報 
通信 イン フラ の 整備 促進 や |CT リ テラ シー の 向上 な ど を 進め ます 。 

O 産業 振興 や 観光 振興 を 支え る 道路 整備 や 港湾 ・ 空 港 の 機能 拡充 、 農 林 水 産業 の 生産 基盤 の 整備 
を 進め る と と も に 、 港 湾 や 空港 等 の 社会 資本 の 利 活用 を 推進 し ます 。 

※DX (デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション ) … | CT の 浸透 が 人 々 の 生活 を あら ゆる 面 で より 良い 方 向 に 変化 させ る こと 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 


評価 の 説明 








社会 基盤 分 野 の 評価 結果 


B 


いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 度 








いわ て 幸福 関連 指標 5 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 4 
指標 (80%) 、 達 成 度 D の 指標 が 1 指標 (20%) で し た 。 


この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 安 全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資 
本 の 整備 や 生活 を 支え る 社会 資本 を 良好 に 維持 管理 し 、 
次 世代 に 引き 継ぐ 取組 が 進み まし た が 、 科 学 ・ 情 報 技術 
を 活用 で きる 基盤 を 強化 する 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 
られ て いま す 。 


この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 国 に お いて 、 
三陸 沿岸 道路 等 高 規格 道路 の 整備 が 行わ れる な ど 県 以外 
の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 

以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、B と 判断 し ま 
し た 。 





[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


现状 值 


(H29) 


計画 #8 7 
目标 信 age TAE exe 


参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 





(R4) (R2) 5 















































モバ イル 端末 (スマ ー ト | 。 、 | 42 位 | 43 位 に 
72 | 54>) OADBRE 515| 781|) 673| 589) D | gm | com | a 
73 | 河川 整備 率 % 48.9 51.3 50.0 506| A | at 一 一 
74 | 緊急 輸送 道路 の 整備 延長 | km ー 38.1 21.8 25.3| A 

ee D | 35 位 
75 | 港湾 取扱 貨物 時 Bt 606 711 614 564| B | can — — 
社会 資本 の 維持 管理 を 行 / 
76 | Seance 团体 413 413 413 420 A 
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県 民 の 幸福 度 の 向上 に 向け た 県 の 取組 や 成果 


参画 


ラン 





男女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 な どの 活躍 、 幅 広い 市 民活 動 や 
県 民 運動 な ど 幸 福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 




















「 障 が い 者 の 雇用 率 」 は |A|、「 高 齢 者 の ボラ ンティア 活動 比率 ] は |B|、「 男 性 の 家事 時 間 
割合 【 再 掲 】]】 は |C|、「 労 働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 ] は ID| と な か り ま し た 。 
































[ 取組 状況 J 


jonai 
x 






(ネル ディ スカ ツ シ ョ ン 













































































いわ て 男女 共同 参画 出張 いわ て ネ ク ジ ェ ネ 女性 農林 漁業 者 と 
社会 づく り 表彰 トー クセ ッ シ ョ ン 2021 女子 学生 に よる 交流 会 
男女 共同 参画 の 推進 に 向け た 機運 の 醸成 を 図る 。 ウイ ズ コ ロナ 、 ア フタ ー コ ロナ を 見 据え 、 若 者 の 若年 女性 に 農林 水産 業 の 魅力 を 伝え る と と も に 、 
た め 、 男 女 共 同 参画 社会 づく り に 功績 の あっ た 視点 で 「 デ ジタル 化 」 に つい て 考え る トー クセ ッ 女性 が 活躍 で きる 職場 環境 づく り に 向け た 意見 
個人 ・ 団 体 を 表彰 し まし た 。 ショ ン を オン ライ ン 併 用 で 開催 し まし た 。 交換 を 行い まし た 。 





























社会 の ニー ズ に 対応 し た 


いわ て 女性 活躍 認定 企業 等 の 認定 老人 クラ ブ の 社会 参加 活動 等 


























NPO の 活動 
女性 の 活躍 推進 に 向け て 積極 的 に 取り 組む 企業 老人 クラ ブ が 行う 高齢 者 の 社会 参加 や 生き が い 読み 聞か せ や 図書 の 貸出 を 通じ た 子育て 支援 な 
等 を 「 い わ て 女性 活躍 認定 企業 等 」 と し て 認定 づく り の 活動 等 に 対し 補助 を 行い まし た 。 ど 、 地 域 課 題 の 解決 に 取り 組む N PO の 活動 を 








し まし た 。 支援 し まし た 。 


今後 の 取組 方 向 


O 「 い わ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 | な どの 普及 や 経営 者 等 へ の 意識 啓発 に より 、 女 性 が 活躍 で 
きる 環境 づく り を 推進 し ます 。 


O 企業 等 に お ける 男性 が 仕事 と 家事 ・ 育 児 等 を 両立 で きる 職場 環境 づく り の 優良 事例 の 創出 や 情 
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報 発信 等 に より 、 若 年 女性 の 県 内 就業 を 推進 し ます 。 


高齢 者 の 自主 的 な 社会 頁 献 活動 に 係る 相談 対応 や 取組 事例 の 紹介 等 を 行う と と も に 、 生 活 支援 


コー ディ ネー ター の 養成 を 行う な ど 、 高 齢 者 の 社会 貢献 活動 へ の 参加 促進 を 支援 し ます 。 


NPO 活 動 交 流 セ ンタ ー を 拠点 と し た 情報 発信 等 に よる 参画 の 機運 醸成 や 実践 の 場 の 提供 、 協 働 事例 


の 紹介 等 に よる 他 分 野 へ の 展開 、NP O 〇 法人 へ の 活動 費 助 成 等 に よる 運営 基盤 強化 、 デ ジタル 技術 の 
活用 等 の セミ ナー 開催 や 人 材 育成 の た め の 交 流 の 場 づ くり な ど 創 意 工 夫 を 凝ら し た 活動 へ 支援 し ます 。 


[ 政策 評価 の 結果 ] 
評価 の 説明 








評価 結果 








© いわ て 幸福 関連 指標 6 指標 は 、 達 成 度 A、B の 指標 が 2 
指標 (34%) 、 達 成 度 に 、D の 指標 が 4 指標 (67%) で し た 。 


生 _ この 政策 分 野 の 取組 状況 は 、 幅 広い 市 民活 動 や 多様 な 主 
体 に よる 県 民 運 動 を 促進 する 取組 が 進み まし た が 、 性 別 
や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つ 
くる 取組 に つい て は 、 遅 れ が 見 られ て いま す 。 


© この 政策 分 野 に 係る 他 の 主体 の 取組 状況 は 、 金 融 機関 、 
中 間 支 援 NPO、 税 理 士 会 、 行 政 書 士 会 に より 構成 する 「 い 
わ て ソー シャ ルビ ジネス サポ ー ト ネッ トワ ー ク 」 に お いて 、 
地域 課題 解決 に 取り 組む N PO 法人 等 の 支援 が 行わ れる 
な ど 県 以外 の 主体 に お いて も 取組 が 推進 され て いま す 。 


© 以上 の 結果 及び 取り 巻く 状況 を 踏ま え 、D と 判断 し まし た 。 





[ いわ て 幸福 関連 指標 の 達成 状況 ] 


計画 年度 





















































单位 el 目標 値 目標 値 ae SRE 参考 ) 全 国 順位 (東北 順位 ) 
(R4) (R2) TT 

m n % 38.1 407| 396| 383 D | E pe Ae 
78 | 障がい 者 の 雇用 率 % 216| 230) 220/ 228| A k a a 
0 % =| 289) 287 28.1) B | 
o e a % 34.2 40.0 38.0 365| C 
E s @374| 400| 4oo| 369| D as = = 
82 SA % 18.6 20.6 19.8 135| D 










































































※ 女性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 





【 参 考 指標 】 




















30 | 管理 職 に 占め る 女性 の 割合 


単位 


現状 値 (H29) 


% 12.3 一 5 年 ご と の 調査 
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第 3 部 に 使用 し た oo) 


ote 
Lb C1863 2022 ョ 第 4 部 a デー タ 編 ( [参考 指標 」 の デー ター 臣 




















〇 政策 分 野 の 評価 目標 達成 率 の 計算 式 
-A B C D の 4 段階 で 判定 し て いま す 。 
・ い わ て 幸福 関連 指標 の 状況 、 県 民意 識 の 状況 及び 政策 分 野 を ① 通 常 の 指標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 上 げ る 目標 の 場合 ) : 
取り 巻く 状況 を 踏ま え 、 総合 的 に 評価 を 行っ て いま す 。 (年 度 実績 値 - 日 29 現 状 値 )/( 年 度目 標 値 ーH29 現 状 値 )x100 
・「R1] は 、 令 和 元 年 度 の いわ て 幸福 関連 指標 の 状況 等 に 基づく ② マ イナ ス 指 標 (H29 現 状 値 か ら 数 値 を 下げ る 目標 の 場合 ) : 
a SR EENE E (H29 現 状 値 一 年 度 実績 値 )/(H29 現 状 値 一 年 度目 標 値 )x100 
,T J52 B ÎR 7 c ト a BA)- 本 
全 和 3 年 度 の 評価 結果 を 、 そ れ ぞ れ 記載 し て いま す 。 OHSS ( H 29 現 状 値 等 を 維持 する 目標 等 の 場合 ) : (年 度 実 績 値 )/( R 2 目標 値 等) x100 
〇 達成 度 aR R 2 oe し て いる 指標 な ど 、 こ の 計算 式 に より 難い 場 
各 年 度 EEIN z (%) に 応じ NIEN] Bld. RO に より て い o 
A BIRERE- (年 度 実績 値 )/( 年 度目 標 値 ) X100 
※ 計 画 目標 値 (R 2) を 設定 し て いな い 場 合 の 進捗 率 は 、 当 該 指標 の 最終 目標 年 度 の 進捗 率 を 表 
示し て いま す 。 
= RIA T00%DLE ome 
: KW EOS, HERKEN SBIBE RIS CLSBBLT SEO. 
概ね 達成 【B】 80% 以 上 100% 未 满 ※ 金 印 の 指標 は 、 晶 29 現状 値 等 を 維持 する こと を 目標 と する も の で す 。 
や や 遅れ 【C】 60% 以 上 80% 未 満 ※ 囲 み 数 字 は 掲載 デー タ の 年 度 を 表し て いま す 。 
E れ 【D】 60% 未 江 ※ 実 績 値 が 確定 し て いな い 指 標 や 順位 を 測定 で き な い 指標 な ど は [一 | と 表示 し て いま す 。 








※ 進 捗 率 に つい て 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 、 統計 調査 が 行わ れ な か っ た 
た め 確 定 し て いな い 指 標 は 、「 調 査 な し ] と 表示 し て いま す 。 
指標 の 状況 
年 度目 標 値 5 全 国 顺 位 東北 順位 
BRE ies H29 H29 


R1 | RZ | Re GRIER H29 R1 R2 と の H29 R1 R2 と の 
比較 比較 


[平均 自立 期 间 ] 県 保健 福祉 部 調べ 





県 保健 福祉 部 調べ 





が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 で 死 
亡 す る 人 数 
[10 万 人 当たり ] 


人 口 動態 統計 
(厚生 労働 省 ) 





人 口 動態 統計 
(厚生 労働 省 ) 





自殺 者 数 人 口 動態 統計 
[10 万 人 当たり ] ` ` i ` ` ` ` ` (厚生 労働 省 ) 





地域 包括 ケア 関連 | 。 beg 
(元気 な 高齢 者 割合 ) 介護 保険 事業 状況 報告 


※ 全 国 を 100 と し た 水準 (厚生 労働 省 ) 




















地域 包括 ケア 関連 


(在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 数 ) 県 保健 入社 部員 








RRRA [一 日 当たり ] 社会 生活 基本 調査 (総務 省 )、 
※ 休 日 を 含む 1 週間 の 平均 県 民意 識 調 査 (岩手 県 ) 








県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 催事 数 
※ 岩 手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 の 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 
うち 、 各 市 所 在 の 主 な 12 施設 の 催事 数 








スポ ー ツ 実施 率 ` 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 








生涯 学習 に 取り 組ん で いる 人 の 割合 2| 412| 422| 432| 442| 42.7| 44. 











D = SEATA 
E 活 に 制限 の な い 期 間 ] 労働 科学 研究 











労働 科学 研究 

















民生 活 基礎 調査 
(厚生 労働 省 ) 











合計 特殊 出生 率 i : : 5 : 動態 統計 (厚生 労働 省 ) 








待機 児童 数 保育 所 等 利用 待機 児童 数 調査 
[4 月 1 日 時 点 ] ` (厚生 労働 省 ) 








念 地域 の 行事 に 参加 し て いる 的 64.0| 64.0 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
割合 [中 学生 ] 63.7 i ‘ : : : (文部 科学 省 ) 




















総実 労働 時 間 


[年 間 ] 時 間 | 1.858.8| 1.8036| 17760| 1,748.4] 1,720.8] 1.812.0| 1778.4 : BAe MER e Re 


(厚生 労働 省 ) 





共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 ae 
[ 週 平均 ] 34.2| 37.0| 38.0| 39.0| 40.0| 41.3| 36.5 f に eo 
※ 女 性 の 家事 時 間 に 対 する 割合 














R BOBE REZ RÍ og4| 98.6! 98.8) 99. 県 環境 生活 部 調べ 
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犬 、 猫 の 返還 ・ 譲 濾 率 


年 度目 標 値 


R2 


指標 の 状況 


計画 
目标 值 
(R4) 


全国 順位 東北 順位 


進捗 率 
R2 RABE) H29 R1 R2 と の H29 R1 


ig 


H29 
R2 と の 


比較 


県 環境 生活 部 調べ 








待機 児童 数 
[10 月 1 日 時 点 ] 


し 


(厚生 








共働き 男性 の 家事 時 間 





共働き 女性 の 家事 時 間 














生涯 未婚 率 








勢 調査 (総務 省 ) 














意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学 ぼ うと す 
る 児童 生徒 の 割合 


























勢 調査 (総務 省 ) 





学力 学習 状況 調査 
部 科学 省 ) 











全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 











授業 で 、 自 分 の 考え を 深め た り 広 げ | 
た り し て いる 児童 生徒 の 割合 





全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 

















全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 








人 が 困っ て いる と き は 、 進 ん で 助け 
よう と 思う 児童 生徒 の 割合 





岩手 県 学習 定着 度 状 況 調査 
県 教育 委員 会 調べ 











岩手 県 学習 定着 度 状 況 調査 、 
県 教育 委員 会 調べ 











岩手 県 学習 定着 度 状 況 調査 
県 教育 委員 会 調べ 








自己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 




















全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 











全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 











体力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 4 
徒 の 割合 








全国 体力 ・ 運 動 能 力 、 
運動 習慣 等 調査 (文部 科学 











全国 体力 ・ 運 動 能力 、 
運動 習慣 等 調査 (文部 科学 














全国 体力 ・ 運 動 能力 、 
運動 習慣 等 調査 (文部 科学 














全国 体力 ・ 運 動 能力 、 
運動 習慣 等 調査 (文部 科学 














特別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 支 援 を 
行っ て いる と 感じ る 保護 者 の 割合 


県 教育 委員 会 調べ 





人 高卒 者 の 県 内 就職 率 


労働 局 調査 








将来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる 児童 
徒 の 割合 








全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 




















全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 








県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 就職 率 


労働 局 調査 








学力 が 全国 水準 未満 の 児童 生徒 の 割合 





小 国生 
@ 42 








学力 学習 状況 調査 
部 科学 省 ) 








小 算数 
@ 50 








学力 "学習 状況 調査 
科学 省 ) 





中 国語 
⑳ 45 





学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 








中 数学 
⑳ 54 























全国 学力 学習 状況 調査 
(文部 科学 省 ) 





不 登校 児童 生徒 数 
[ 千 人 当たり ] 





児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登 
校 等 生徒 指導 上 の 諸 課 題 に 関 
する 調査 (文部 科学 省 ) 





児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登 
校 等 生徒 指導 上 の 諸 課 題 に 関 
する 調査 (文部 科学 省 ) 







































































児童 生徒 の 問題 行動 ・ 不 登 
校 等 生徒 指導 上 の 諸 課 題 に 関 
する 調査 (文部 科学 省 ) 
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県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 


指標 の 状況 


年 度 目标 值 実績 値 SBR 


H29 
と の 
比較 


東北 順位 


H29 
R2 と の 
比較 


計画 
目标 值 
(RA) 


進捗 率 


EONA 


R1 R2 R3 R1 R2 R1 R2 H29 R1 


1.320| 1,452) 1,597) 1,757) 1,190 


県 商工 労働 観光 部 調べ 








汚水 処理 人 口 並 及 率 














82.7| 83.9| 85.2| 86.5| 82.6 





県 県 土 整備 部 調べ 





を る 三 セ ク 鉄 道 ・ バス の 一 人 当たり 年 
間 利 用 回 数 


17.5| 17.5| 17.5| 17.5 


県 ふる さと 振興 部 調べ 





地縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 


39.0| 40.0| 41.5| 43.0 





県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 











在留 外国 人 数 
[10 万 人 当たり ] 


612.6| 656.5| 702.1| 748.6 横ばい 


在留 外国 人 統計 (法務 省 ) 





(文化 施設 入場 者 数 ) 
※ 岩 手 県 内 公立 文化 施設 協議 会 加盟 施設 で 
行う 自主 催事 入場 者 数 





県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





(スポ ー ツ 施設 入場 者 数 ) 
※@ 県 及び 県 内 市 町 村 の 公立 スポ ー ツ ・ レ 
クリ エー ショ ン 施 設 入場 者 数 


県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 





三 セ ク 鉄道 ・ バ パス の 年 間 利 用 者 数 


1.978 


県 ぬる さと 振興 部 調べ 





持ち 家 比 率 








自主 防災 組織 の 組織 率 




















勢 調査 (総務 省 ) 





消防 防災 ・ 岩 災 対 策 現況 調査 
(消防 店) 





刑法 犯 認知 件 数 
[ 千 人 当たり ] 


県 警察 本 部 調べ 





交通 事故 発生 件 数 
[ 千 人 当たり ] 


県 警察 本 部 調べ 





マヤ 食 中 毒 の 発生 人 数 
[10 万 人 当たり ] 





る 一 人 当たり 県 民 所 得 の 水準 
※ 全 国 を 100 と し た 水準 

















食中毒 統計 資料 
(厚生 労働 省 ) 





県 民 経済 計算 年 報 
(内 閣府 経済 社会 総合 研究 所 ) 








正社員 の 有効 求人 倍率 


0.92 


一 般 職業 紹介 状況 
(岩手 労働 局 ) 








総実 労作 
[年 間 ]【 


fel 
48) 

















時 間 


1,858.8 


1,803.6] 1,776.0) 1,748.4) 1,720.8) 1,812.0 


毎月 勤労 統計 調査 地方 調査 
(厚生 労働 省 ) 





了 完全 失业 率 


% 


2.1 


1.9) 1.8) 1.7) 16| 2.1 


労働 力 調査 (基本 集計 ) 
都 道 府 県 別 結果 (総務 省 統計 局 ) 











高座 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】 











% 


65.8 


F 労 働 局 調査 








従業 者 一 人 当たり の 付加 価値 客 


5,983 


企業 活動 基本 調査 
(経済 産業 省 ) 





开业 率 
※ 雇 用 保険 が 新規 に 成立 し た 事業 所 の 比率 


@ 
3.4 


雇用 保険 事業 年 報 
(厚生 労働 省 ) 








従業 者 一 人 当たり の 製造 品 出荷 額 
※ R2 の 全国 順位 は 、 奈 良 県 、 高 知 県 を 除 
いた 順位 














a g@ @ 
28.9) 29.2) 31.0 


工業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 








観光 消費 額 


1,816.4 


1,901.1} 1,943.4) 1,985.8) 2,028.1) 1,754.6 


県 観光 入 込 客 統計 





農業 経営 体 一 経営 体 当たり の 農業 総 産出 額 


3,990 


@ © @ gj @ 
4,190) 4.290| 4,400) 4,510} 4,601 


生産 農業 所 得 統 計 (農林 水産 省 )、 
県 農林 水産 部 調べ 





林業 就業 者 一 人 当たり の 木材 生産 産出 額 


4,450 


@ 0 @ Ə g 
4,490| 4.510| 4,540) 4.560| 5,030 


生産 林業 所 但 泉 計 統計 (農林 水産 省 )、 
県 農林 水産 部 調べ 








漁業 経営 体 一 経営 体 当たり の 海面 漁業 ・ 
養殖 業 産出 額 


4,340 


Oo ⑳ o @ 
4,460) 4,500) 4,540} 4,833 


@ 
4,420 


漁業 産出 額 統計 (農林 水産 省 )、 
県 農林 水産 部 調べ 





農林 水産 物 の 輸出 額 





28.2 


31.1| 32.7 34.3| 36.0| 36.7 


岩手 県 貿易 等 実態 調査 
(県 商工 、 日 本 貿易 振興 機構) 











グ ブリー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 口 


1.180| 1,192) 1,204) 1.216| 1,184 


県 農林 水産 部 調べ 





非 正規 職員 ・ 従 業 員 率 


35.7 


就業 構造 基本 調査 (総務 省 ) 
































者 一 人 当たり 雇 








者 报酬 





4,037 


| 8 
4,140 


県 民 経 済 計算 (総務 省 ) 








現金 給与 総額 
[5 人 以上 、 毎 月 ] 
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277,009 





280,218| 278,867 





















































毎月 勤労 統計 調査 
(厚生 労働 省 ) 





指標 の 状況 


FEBRE 7 実績 値 ZAE 全国 順位 東北 順位 
aul EBE 

目标 值 (RABE) H29 H29 

R2 R3 (R4) R2 R2 H29 R1 R2 と の H29 R1 R2 と の 
比较 比較 





as ® 0) 生产 农业 所 得 统计 等 
RREA ® 2,609 -| 2,727! 2,676 (農水) 





林業 産出 額 2,015 農林 水産 統計 (農林 水産 省 ) 


| 9 0 
1.968| 1,925 





漁業 産出 額 ® 3,605 農林 水産 統計 (農林 水産 省 ) 











| 9 @ 
3,788) 3,461 








yee | 0 工業 統計 調査 (経済 産業 
製造 品 出荷 額 23,717 27,272 26,262 [ 業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 








も の づく り 関 連 分 野 の 製造 出荷 額 工業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 


因 a 0 
15,964 18,647| 17,783 








食料 品 製造 出荷 額 工業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 


因 |. 9 0 
3,660 3,870} 3,902 








水産 加工 品 製造 出荷 客 an ⑳ 732/0 720 工業 統計 調査 (経済 産業 省 ) 





sazz a~ @-0⑩ seis ia 
事業 所 新設 16.7 13.0 経済 セン サス (総務 省 ) 


世界 遗产 等 四 来 访 者 数 . 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 














、 県 指定 文化 財 件 数 i 構 ば い | 県 教育 委員 会 調べ 











を 民俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加盟 団体 数 | i 県 文化 スポ ー ツ 部 調べ 














を 岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ 
つが い 数 i 県 環境 保健 研究 セン ター 調べ 
(イヌ ワシ つが い 数 ) 














人 岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ 
つが い 数 
(ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ 個体 数 ) 





自然 公園 の 利用 者 数 


※ 自 然 公園 ビジ ター セン ター 等 利用 者 数 の 























る 公共 用 水域 の BOD (生物 化学 的 
酸素 要求 量 ) 等 環境 基準 達成 率 














E 活 部 調べ 











再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 8 i g : i H 6 県 環境 生活 部 調べ 

















マー 役 廃 棄 物 の 最終 処分 量 ⑳ 0) ) ©) E) ARTERE EREE 


(環境 省 ) 





ヤー 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み (資源 に €] 0) 四 6) ® 一 般 廃棄 物 処理 事業 実態 調査 
な る も の を 除く ) 排出 量 (環境 省 ) 





森林 面積 割合 @ re と 人 


モバ イル 端末 (スマ ー ト フォ ン ) の 人 


口 普 及 率 通信 利用 動向 調査 (総務 省 ) 





河川 整備 率 i : . 8 i i f i 県 県 土 整備 部 調べ 








緊急 輸送 道路 の 整備 延長 8 i A 8 i i 県 県 土 整 備 部 調べ 








港湾 取扱 貨物 量 上 港湾 统计 (国土 交通 省 ) 




















県 県 土 整備 部 調べ 





全社 会 資本 の 維持 管理 を 行う 協 働 団 | 。 
体 数 


労働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 8 ; i | i : 8 8 ei 











率 障害 者 雇用 状況 報告 の 集計 結果 
‘i i R À ` Š i (岩手 労働 局 ) 




















ポラ ンティア 活動 比率 6 28.7| 28.8| 289| 26.4 28. | 














共働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 a 
[ 週 平均 ]【 再 掲 】 ; i i 8 i È ; i 県 民意 識 調査 (岩手 県) 


ARAM (EER 
※ 女 性 の 家事 時 間 に 対す る 割合 




















審議 会 等 委員 に 占め る 女性 の 割合 i 8 上 : 県 環境 生活 部 調べ 








ィ ア ・NPO・ 市 民活 動 へ の 県 民意 識 調査 (岩手 県 ) 








管理 職 に 占め る 女性 の 割合 ・ 就業 構造 基本 調査 (総務 省 ) 
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岩手 県 政策 企画 部 政策 企画 課 


T020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 
TEL 019-629-5509 
https://www.pref.iwate. jp/kensei/seisaku/suishin/ 101801 4/index.html 





